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CSF215 1.1 

Certificate Number: 2017284/02 

COPY No: 1 

ISSUE No: 2 

Date 2019-10-30 

Element Materials Technology, operating as a Conformity Assessment Body (CAB 
ID 205) with respect to the Japan/EU MRA, declares that the listed product complies 
with the Certification by Type of the Ordinance Concerning Technical Regulations 
Conformity Certification, etc. Of Specified Radio Equipment (MPT Ordinance No. 
37 of 1981). 

Category of the Specified 
Radio Equipment:  

[1] IEEE 802.11b, [2] IEEE 802.11g, [3] IEEE 802.11n 
Article 2, Paragraph 1, Item (19) 
 
[4] Quantum Radar E70210 
Article 2, Paragraph 1,  Item (28-4) 
 

Name of the Specified Radio 
Equipment certified by type: 

Quantum Radar 

Trademark: Raymarine 

Family Name: Quantum 

Model Number: E70210 

Serial Number: Not Applicable 

Software Version:  F 1.5, PSU 1.5, FPGA V2.105 & Extender V1.16 

Class of Emission: [1] [2] [3] F1D / G1D 
[4] P0N/Q0N 

Frequency: [1] [2] [3] 2412 MHz – 2462 MHz 
[4] 9.355 GHz – 9.435 GHz 

Antenna Power: [1] 9.68 mW/MHz 
[2] 3.24 mW/MHz 
[3] 0.97mW/MHz 
[4] 20W 
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Antenna Types and Gains:  [1] [2] [3] Printed PCB Antenna with 3.65 dBi gain  
[1] [2] Printed PCB Antenna with 0.55 dBi gain 
[4] Patch type antenna with 21 dBi gain 
 

Manufacturer: Flextronics International Kft. 
HU-8900 Zalaegerszeg, 
Zrinyi Miklos u. 38, 
Hungary  

This Certificate is Granted to: Raymarine UK Ltd 
Cartwright Drive 
Fareham 
Hampshire 
PO15 5RJ 
UK 

When the manufacturer (or holder of this certificate) is placing the product on the Japanese market, the 
product must be affixed with the following Identification Code: 

 
 
 
 
 
 
 

The requirements for the mark are: 
It must be attached to an easily recognizable section of the Specified Radio Equipment of certified type. 
The size shall be 3mm or more in diameter. 
The material must be one that is not susceptible to damage. 
Coloring may be made as desired. However, it must not prevent easy identification of the mark. 

 

Josh Batty, Approvals Engineer 
Date of Certification By Type: 2019-10-30 
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章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報

認認認定定定付付付ききき設設設置置置
Raymarineでは Raymarineの認可を受けた正規の
設置業者に保証付き設置を依頼することをお勧め
します。認証付き設置を受けると、製品保証特典
が拡大されます。 詳細は Raymarine 業者に連絡
し、製品に同梱の別記保証についてお問い合わ
せください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
• 本製品は、明示されている指示に必
ず従って設置および操作してくださ
い。作業指示を守らないと、怪我を
したり、ボートが損傷したり、製品
の性能が十分に発揮されないことが
あります。

• Raymarineでは Raymarineの認可を受
けた正規の設置業者に保証付き設置を
依頼することをお勧めします。認証付
き設置を受けると、製品保証特典が拡
大されます。詳細は Raymarine 業者
に連絡し、製品に同梱の別記保証につ
いてお問い合わせください。

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火
性の高い場所で使用するための承認を受
けていません。 機関室や燃料タンク付
近など、危険な環境や引火性の高い場所
には絶対に設置しないでください。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこの
ユニットを接続しないでください。

通通通告告告: 電電電源源源電電電圧圧圧
この製品を指定の最大定格を超える電
源電圧に接続すると、ユニットが恒久的
な損傷を受けることがあります。定格電
圧については、「技術仕様」の項を参
照してください。

通通通告告告: 電電電源源源ををを切切切るるる
この製品の設置を開始する前に、船舶
の電源のスイッチがオフになっているこ
とを確認してください。本書で特記され
ていない限り、電源が入った状態で機器
を接続、または切断することはおやめ
ください。

警警警告告告: 電電電源源源ののの保保保護護護
本製品を設置する際は、電源が適切な
定格のヒューズ、または自動サーキット
ブレーカなどで正しく保護されているこ
とを確認してください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品には高電圧製品が含まれている
場合があります。付属文書で特に明記さ
れていない限り、カバーを開けたり、内
部部品に触ったりしないでください。

通通通告告告: 無無無線線線周周周波波波数数数放放放射射射線線線障障障害害害
レーダー スキャナは、マイクロ波の周
波数で電磁エネルギーを送信しますが、
これは特に目に対して有害です。至近距
離からスキャナを直視しないでくださ
い。電源を入れたときに、担当者がス
キャナの照射を受けていないことを確
認します。

レーダーは安全上の理由から、頭の高さ
より高く設置し、担当者が走査範囲に入
らないように注意してください。

通通通告告告: QuantumのののWi-Fi接接接続続続
通常、設置の際には、Wi-Fi信号に影響
を与える構造物が存在します。レーダー
を航海に使う前に、海水域で、および
他の船舶や構造物から離れた場所で、
Wi-Fi接続の信頼性をテストするように
してください。

警警警告告告: 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部
品はありません。 保守や修理はすべて
Raymarine認定販売店にお問い合わせく
ださい。 無許可で修理すると、保証が
無効になることがあります。

送送送信信信電電電力力力密密密度度度レレレベベベルルル
• どの時点においても 10 W/m2 の電力密度レベル
が生じることはありません。

• どの時点においても 100 W/m2 の電力密度レベ
ルが生じることはありません。

IEEE ののの声声声明明明
IEEE C95.1 – 2005 – 3 kHz～300 GHzの電磁界へ
の人体ばく露に関する安全レベルの標準

ICNIRP ガガガイイイドドドララライイインンン
本レーダーの使用は、正しく設置・操作した場
合、ICNIRP が 1998 年に作成したガイドライン
『「時間変化する電界、磁界及び電磁界への曝露
制限 (300 GHzまで)のためのガイドラインに準拠
しています。
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水水水ののの侵侵侵入入入
水の浸入に関する免責
この製品の防水加工等級は規定の IPX標準を満た
していますが (本製品の「技術仕様」を参照)、商
業用高圧洗浄を受けた場合、水の侵入やそれに伴
う機器障害が発生することがあります。Raymarine
では、高圧洗浄を受けた製品の保証はいたしか
ねます。

免免免責責責
Raymarineはこの製品に誤りがないこと、または
Raymarine以外の個人、または事業体によって製
造された製品と互換性があることを保証しません。
Raymarineでは本製品を使用したこと、または使
用できないこと、他社が製造した製品とやり取り
をする、または製品で使用されている、あるいは
サードパーティによって使用または提供されてい
る情報にエラーがあったことに起因する損傷や負
傷に対して責任を負いません。

EMC ののの設設設置置置ガガガイイイドドドララライイインンン
Raymarineの機器および付属品は、機器との電磁
干渉を最小限に抑えると同時に、そのような干渉が
システムの性能に与える影響も軽減するために定め
られた電磁適合性 (EMC)規制に準拠しています。
EMC の性能に悪影響が出ないようにするために
は、正しく設置する必要があります。

注注注意意意: EMCの干渉が極端な場所では、製品に多
少の干渉が見られる場合があります。 このよう
な状況が生じたら、製品および干渉元の距離を
離してください。

最最最適適適ななな EMC性能を得るために、できるだけ次のこ
とを行うことをお勧めします。
• Raymarine機器とケーブルの接続先の条件
– VHFラジオやケーブル、アンテナなど、無線
信号を運ぶすべての機器またはケーブルから
1 m (3 フィート) 以上距離を置くこと。SSB
ラジオの場合は、この距離を 2 m (7 フィー
ト) 取ってください。

– レーダー ビームの路程から 2 m (7 フィート)
以上離れていること。レーダー ビームは通
常、放射素子の上下 20 °に拡散すると見なさ
れています。

• 製品には、エンジン始動に使用されるバッテリ
とは異なるバッテリが使用されていること。こ
れは、エンジン始動で別のバッテリが使われな
い場合に生じる可能性がある不安定な動作や
データ損失を防ぐために重要です。

• Raymarine指定のケーブルが使用されているこ
と。

• ケーブルは、設置説明書に詳細が記載されて
いない限り、切断したり延長したりしないで
ください。

注注注意意意: 設設設置置置上上上ののの制制制約約約ににによよよりりり、、、上上上記記記ののの条条条件件件ににに従従従ううう
ここことととがががででできききななないいい場場場合合合ははは、電子機器の異なる品目
間に可能な限りの最大距離を設けて、設置の間
ずっと EMC 性能が最善の状態に保たれるよう
にしてください。

コココンンンパパパススス安安安全全全距距距離離離
船舶の磁気コンパスとの干渉が発生しないように、
製品から適度な距離を置くようにしてください。
製品を設置するのに適切な場所を選択する際は、
コンパスとの距離をできるだけ広く取るように
してください。通常はすべての方向から 1 m (3
フィート)以上の距離を取るのが理想です。しかし
一部の小型船舶では、コンパスからこれだけ離れ
た距離に製品を設置するのが不可能な場合もあり
ます。そのような状況では、製品の設置場所を選
択する際に、電源を入れた状態でコンパスが製品
の影響を受けていないことを確認してください。

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine UK Ltd. は、本製品が R&TTE 指令
1999/5/EC の必須条件を満たしていることを宣言
します。
適合宣言証明書の原本は、 www.raymarine.comの
該当する製品ページをご覧ください。

そそそののの他他他ののの機機機器器器へへへののの接接接続続続
Raymarine社製品以外のケーブルにフェライトを
使用する場合の必要条件
Raymarine から支給されたケーブル以外を使っ
て、お手元の Raymarine機器をその他の機器に接
続する場合には、Raymarineユニット周辺のケー
ブルに必ず抑制フェライトを取り付けてください

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
本製品はWEEE指令に従って処分してください。

廃電気電子機器 (WEEE)指令では、廃電気電
子機器のリサイクルが義務付けられています。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine 製品の所有権を登録するには、
www.raymarine.comにアクセスしてオンライン登
録手続きを行ってください。
保証サービスを受けるには、ご購入した製品を登
録しておく必要があります。製品のパッケージに
はシリアル番号を示すバーコードラベルが付いて
います。お手元の製品を登録する際には、このシ
リアル番号が必要になります。ラベルは、将来の
使用に備えて大切に保管してください。

8 Quantum Radome

http://www.raymarine.com
http://www.raymarine.com


IMO おおおよよよびびび SOLAS
本書に記載の機器は、レジャー用ボート、および
国際海事機関 (IMO)や海上における人命の安全の
ための国際条約 (SOLAS)の対象になっていない作
業船での使用を目的としています。

レレレーーーダダダーーーのののララライイイセセセンンンススス
本レーダーの設置と操作を行うには、機器、オペ
レータ、船舶の個々のライセンス許諾を受ける必
要があります。国が運営するライセンス認可機関
の要件を確認することを強くお勧めします。問題
がある場合は、最寄りの Raymarine 販売店にお
問い合わせください。

FCC ににに関関関すすするるる通通通知知知 - レレレーーーダダダーーー
Raymarine社から書面による明示的な承認を受け
ずにこの機器に変更や修正を加えた場合、FCCの
規則への適合違反となり、機器を操作する権限が
無効になることがあります。

技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制
作時点で正確な情報です。ただし Raymarine で
は、誤りや脱落が含まれていても、一切責任を負い
かねます。また、継続的に製品改良を重ねる方針
により、仕様が通知なしに変更される場合があり
ます。このため Raymarineでは、製品と本書の間
に相違があっても、責任を負うことはできかねま
す。Raymarine Web サイト (www.raymarine.com)
を調べて、お使いの製品の最新版のドキュメント
がお手元にあることをご確認ください。

操操操作作作説説説明明明書書書
お使いの製品の詳しい操作方法については、ディ
スプレイに付属のマニュアルを参照してください。

Wi-Fi パパパスススコココーーードドドののの保保保管管管
Wi-Fi (ワイヤレス)を使ってレーダーに接続するに
は、ユニットの SSIDとパパパスススコココーーードドドが必要です。
SSID とパスコードはいずれも、レーダー スキャ
ナのパッケージ、ユニット下部のシリアル番号ラ
ベル、およびボックスに付属の予備のシリアル番
号ラベルに記載されています。この情報を別に書
き取って、安全な場所に保管しておくとよいで
しょう。また、今後のために、レーダースキャナ
のパッケージを安全な場所に保管しておくこと
もお勧めします。

重要な情報 9
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章章章 2: ドドドキキキュュュメメメンンントトトおおおよよよびびび製製製品品品情情情報報報

目目目次次次
• 2.1 ドキュメント情報 ( 12 ページ)
• 2.2 付属部品 ( 13 ページ)
• 2.3 Quantum レードーム製品の概要 ( 13 ページ)

ドキュメントおよび製品情報 11



2.1 ドドドキキキュュュメメメンンントトト情情情報報報
このドキュメントには、お使いの Raymarine製品
の設置に関する重要な情報が記載されています。
本書には、次の際に役立つ情報が記載されてい
ます。
• 設置計画を立てたり、必要な機器を漏れなく手
配しているか確認する際

• 接続されている海洋電子機器の広域システムの
一環としてお使いの製品を設置し、接続する際

• 問題をトラブルシューティングし、必要に応じ
てテクニカル サポートを入手する際

本書を含め、その他の Raymarine製品のドキュメ
ントは、www.raymarine.com から PDF 形式でダ
ウンロードできます。

該該該当当当すすするるる製製製品品品
このドキュメントは、次の製品に適用されます。

品品品番番番 名名名前前前 説説説明明明
E70210 Quantum™

Q24C レー
ドーム

Quantum™

レーダー
スキャナ、
RayNet接続
/Wi-Fi 接続
付き10mの
電源ケー
ブルが付
属。

E70344 Quantum™

Q24Wレー
ドーム

Quantum™

レーダー
スキャナ、
Wi-Fi 接続
のみ10mの
電源ケー
ブルが付
属。

特特特別別別セセセッッットトト製製製品品品/プププロロロモモモーーーシシショョョンンン製製製品品品
Raymarineでは時折、特定の製品を特別な「セッ
ト」、「パッケージ」、「プロモーション」とい
う形でご提供することがあります。
このようなセットには、ケーブルなどの追加の付
属品が同梱されており、通常「Txxxxx」という品
番が付いているのが普通です。このようなセットの
型式の場合、同梱されている部品と品番が、本書
に記載のものと多少異なる場合があります。とは
言え、主力製品として提供されている製品とその
機能は、本書に記載されているものと変わりませ
ん。お使いの製品に適したドキュメントを間違い
なく使用するため、以下の点にご注意ください。
• 製品の主力モデル番号を参照してください。この
番号は、お使いの製品の背面、または下側のラベ
ルに記載されているか、すべての Raymarine多
機能ディスプレイの [診断]ページから入手する
ことができます。この番号がお使いの製品のマ
ニュアルの「該当する製品」の項に記載されてい
るものと一致していることをお確かめください。

• その他の方法として、購入場所に連絡してこの
情報をたずねることもできます。製品のシリア

ル番号を知らせなければいけない場合がありま
す。シリアル番号は製品パッケージに記載され
ているほか、ユニットの背面または下側のラベ
ルにも記載されています。

本本本書書書ののの図図図にににつつついいいててて
お使いの製品の型式と製造日によっては、本書の
図がお使いの製品と多少異なる場合があります。
画像はすべて図解目的でのみ提供されています。

製製製品品品ドドドキキキュュュメメメンンントトト
お使いの製品には次のドキュメントが該当します。

説説説明明明 品品品番番番

Quantum™ レレレーーードドドーーームムム設設設置置置説説説明明明書書書
Quantum™レーダースキャナの設置お
よび海洋電子機器の広域ネットワー
クへの接続方法

87209 /
88055

Quantum™レレレーーードドドーーームムム取取取付付付テテテンンンプププレレレーーー
トトト
Quantum™ レーダースキャナを表面
実装する際の設置図。

87257

LightHouse™ MFD操操操作作作説説説明明明書書書
a Series、c Series、e Series、eS Series、
gS Series多機能ディスプレイのレー
ダーアプリケーションの操作方法
の詳細

81360

操操操作作作説説説明明明書書書
お使いの製品の詳しい操作方法については、ディ
スプレイに付属のマニュアルを参照してください。

LightHouse MFD 操操操作作作説説説明明明書書書
「「「ごごご使使使用用用ののの前前前ににに」」」ととと「「「シシシススステテテムムムチチチェェェッッッククク」」」ををを含含含むむむ
おおお使使使いいいののの MFD ののの操操操作作作説説説明明明書書書にににつつついいいてててははは、、、ホホホーーームムム
画画画面面面ののの「「「ユユユーーーザザザーーーマママニニニュュュアアアルルル」」」アアアイイイコココンンンををを使使使用用用ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

『LightHouse 操作説
明書』 (81360) は、
Raymarine Web サイト:
www.raymarine.com/manuals
からもダウンロードで
きます。

12 Quantum Radome
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2.2 付付付属属属部部部品品品
製品の付属品目は以下のとおりです。

D13453-1

4
x4

1

2

3

項項項目目目 説説説明明明 数数数量量量
1 Quantum™ レードーム 1

2 10 m (32.8フィート)電
源ケーブル

1

3 M8取付用ボルト、ス
プリングワッシャと
フラットワッシャを
使用

4

4 ドキュメントパック
(取付テンプレート込)

1

注注注意意意: Quantum™ 型式に付属の部品一覧は、こ
こに記載の部品と多少異なっている場合があり
ます。Raymarine では、時折特定製品を特別な
「セット」、「パッケージ」、「プロモーショ
ン」型式としてご提供することがあります。その
場合、本書に記載の主力製品の型式と比較して異
なる付属品が含まれている場合があることをご了
承ください。詳細については、「特別セット製
品/プロモーション製品」を参照してください。

2.3 Quantumレレレーーードドドーーームムム製製製品品品ののの概概概要要要
Quantum™ レードームは、小型のソリッドステー
ト式レーダー スキャナです。CHIRP パルス圧縮
を用いているため解像度の幅が広がるほか、Wi-Fi
接続が使用できるため設置が簡単になっていま
す。Quantum™ スキャナは互換性のある多機能
ディスプレイと併用することで、船舶周辺の領域
をマップ状に表すことができるため、他の船舶や
ブイ、または海岸線や丘などの地形を特定する
ことができます。

D13399-1

Quantum™レードームには、次の機能があります。
• ソリッドステート テクノロジ (マグネトロン不
使用)による効率化と迅速な起動が実現

• 最大 24 nmの領域性能 (設置場所による)
• CHIRPパルス圧縮により、ターゲット範囲の解
像度を改良させ、背景のノイズを減らします。

• Wi-Fi、または (E70210 のみ) Raynet ケーブル
を用いたデータ接続。

• Raymarine 多機能ディスプレイを用いたレー
ダー画像の表示とコントロール

• 24 RPM のスキャナ回転
• 低消費電力
• 12 V または 24 V 操作
• IPX 6 防水

複複複数数数ののの Quantumレレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナ
ネットワーク接続済みシステムごとに、同時に
使用できる Quantum™ レーダー スキャナは 1 台
のみです。
複数の Quantum™ レーダースキャナが船舶に設置
されており、同時に使用する場合、スキャナが接
続されている多機能ディスプレイを一緒にネット
ワーク接続しないでください。これは、Quantum™

スキャナが有線接続されていても無線接続されて
いる場合も同様です。

ドキュメントおよび製品情報 13
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章章章 3: 設設設置置置ののの計計計画画画

目目目次次次
• 3.1 設置チェックリスト ( 16 ページ)
• 3.2 必要となる追加コンポーネント ( 16 ページ)
• 3.3 多機能ディスプレイの互換性 ( 17 ページ)
• 3.4 多機能ディスプレイのソフトウェア要件 ( 17 ページ)
• 3.5 必要な工具類 ( 18 ページ)
• 3.6 標準的なシステム ( 18 ページ)
• 3.7 製品寸法 ( 19 ページ)
• 3.8 場所に関する必要条件 ( 19 ページ)
• 3.9 Quantum の Wi-Fi 専用設置時の必要条件 ( 20 ページ)
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3.1 設設設置置置チチチェェェッッックククリリリススストトト
設置には次の操作が必要になります。

設設設置置置タタタスススククク
1 システムのプランを作成する
2 必要なすべての機器と工具を揃える
3 すべての機器を配置する
4 すべてのケーブルの経路を決定する。
5 ドリルでケーブル穴と取り付け穴を開け

る。
6 すべての機器を接続する
7 すべての機器を定位置に固定する。
8 システムの電源を投入し、テストを行う

設設設計計計図図図
設計図は、設置計画を立てる上で不可欠な部分で
す。将来的にシステムに機器を追加したり、保守
においても役立ちます。設計図では、次のような
情報をご覧になれます。
• 全コンポーネントの位置。
• コネクタ、ケーブルタイプ、経路および長さ。

警警警告告告おおおよよよびびび注注注意意意

重重重要要要: 本書の「章 1重要な情報」の項に記載され
ている警告と注意に目を通し、内容を理解して
から先に進んでください。

3.2必必必要要要とととなななるるる追追追加加加コココンンンポポポーーーネネネンンントトト
この製品は電子システムの一部であり、完全操作を
行うためには次の追加コンポーネントが必要です。
• 互換性のある Raymarine多機能ディスプレイ互
換性のある多機能ディスプレイについては、
「互換性のある多機能ディスプレイ」を参照し
てください。

• オプションのデータケーブル (Wi-Fi専用型式に
は適用されません)。既存のケーブル設置に適
したケーブルとアダプタについては、「章 11
スペアおよび付属品」を参照してください。
(Quantum™ スキャナは Wi-Fi対応です。データ
ケーブルをつながなくても操作できます。)

操操操作作作説説説明明明書書書
お使いの製品の詳しい操作方法については、ディ
スプレイに付属のマニュアルを参照してください。

Wi-Fi パパパスススコココーーードドドののの保保保管管管
Wi-Fi (ワイヤレス)を使ってレーダーに接続するに
は、ユニットの SSIDとパパパスススコココーーードドドが必要です。
SSID とパスコードはいずれも、レーダー スキャ
ナのパッケージ、ユニット下部のシリアル番号ラ
ベル、およびボックスに付属の予備のシリアル番
号ラベルに記載されています。この情報を別に書
き取って、安全な場所に保管しておくとよいで
しょう。また、今後のために、レーダースキャナ
のパッケージを安全な場所に保管しておくこと
もお勧めします。
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3.3多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイののの互互互換換換性性性

互互互換換換性性性のののあああるるる多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ
本製品は、LightHouseTM-駆動型の Raymarine多機
能ディスプレイとのみ互換性があります。

LightHouseTM MFD:

製製製品品品型型型式式式 製製製品品品型型型式式式
a Series eS Series

c Series gS Series

e Series

Wi-Fi 非非非対対対応応応ののの多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ
E70076 (a65) および E70077 (a67) a Series の
LightHouseTM 多機能ディスプレイは、Wi-Fi 接続
に対応していません。これらのディスプレイは、
Wi-Fi接続専用の製品とは互換性がありません。

互互互換換換性性性のののななないいい多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ
本製品は、次のレガシの Raymarine多機能ディス
プレイと互換性がありません。

レレレガガガシシシののの MFD

製製製品品品型型型式式式 製製製品品品型型型式式式

C-Series ク
ラシッ
ク C70、
C80、C120

RANGE

CANCELOK

IN

OUT

PAGE

ACTIVE

WPTS
MOB

MENU

DATA

E-Series ク
ラシック
E80、E120

A-Series ク
ラシッ
ク A50、
A50D、
A57D、
A70、A70D

C-Series ワ
イドスク
リーン
C90W、
C120W、
C140W
E-Series ワ
イドスク
リーン
E90W、
E120W、
E140W

G-Series
GPM400

3.4 多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイのののソソソフフフトトトウウウェェェ
アアア要要要件件件
この製品を操作するには、お使いの Raymarine
LightHouseTM　駆動式 MFDで、LightHouseTM ソフ
トウェアのバージョン 16 以降が実行されている
必要があります。

注注注意意意: 最新版の MFD ソフトウェアは、
www.raymarine.com/softwareから入手できます。

警警警告告告: ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトトののの
イイインンンススストトトーーールルル
ソフトウェア アップデート プロセス
は、ユーザーご自身の責任で行ってくだ
さい。アップデート プロセスを開始す
る前に、重要なすべてのファイルをバッ
クアップするようにしてください。
ユニットに信頼性の高い電源があり、
アップデート プロセスが中断されない
ことを確認してください。
不完全なアップデートに起因する損傷
は、Raymarine の保証の対象外となり
ます。
ソフトウェアアップデートパッケージ
をダウンロードすることで、これらの条
件に同意したと見なされます。

ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトト
製品上で実行されているソフトウェアは更新する
ことができます。
• Raymarineでは、製品のパフォーマンスを向上
させ、新機能を追加するために、定期的にソフ
トウェアアップデートをリリースしています。

• お使いの製品のソフトウェアを更新するには、
接続された互換性のある多機能ディスプレイ
を使用できます。

• 最新のソフトウェアアップデートおよびお使い
の製品のソフトウェアアップデート手順につい
ては、www.raymarine.com/software/ を参照し
てください。

• 製品ソフトウェアのアップデート方法に関する
正しい手順がわからない場合は、担当業者また
は Raymarineテクニカルサポートにお問い合わ
せください。

設置の計画 17
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3.5 必必必要要要ななな工工工具具具類類類
製品の設置には次の工具が必要です。

1

2 3

4

5 6

D1341 1-1

品品品目目目番番番号号号 説説説明明明 数数数量量量
1 電気ドリル 1

2 3mmドリルビット 1

3 10mmドリルビット 1

4 粘着テープ 1

5 13 mmソケット 1

6 トルクレンチ 1

3.6 標標標準準準的的的なななシシシススステテテムムム

注注注意意意: 以下の図は、標準的なシステムに接続でき
るさまざまな製品を示しています。これらのシ
ステムは、あくまでも例であり、ご計画中の設
置とは異なる場合があります。
• 製品の接続方法の詳細については、お使いの
Quantum型式に該当する「ケーブル/接続」の
項を参照してください。

• 使用可能なケーブルや付属品については、
「章 11 スペアおよび付属品」の項を参照し
てください。

例例例: 基基基本本本的的的なななレレレーーーダダダーーーシシシススステテテムムム (有有有線線線デデデーーータタタ接接接続続続)

1

2

3

12 / 24 V

D13406-2

注注注意意意: この例は、Wi-Fi-専用の Quantum™ 型式に
は当てはまりません。

項項項目目目 説説説明明明
1 多機能ディスプレイ
2 Quantum™ レードーム
3 RayNetデータケーブル

例例例: 基基基本本本的的的なななレレレーーーダダダーーーシシシススステテテムムム (無無無線線線デデデーーータタタ接接接続続続)

1

2

3

12 / 24 V

D13410-2

項項項目目目 説説説明明明
1 多機能ディスプレイ
2 Quantum™ レードーム
3 Wi-Fiデータリンク
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3.7 製製製品品品寸寸寸法法法

D13401-2

1 2

A

B

C

D

E

F

G

H

I

3

1. スキャナの側面図
2. スキャナの背面図
3. スキャナの下面図

寸寸寸法法法 測測測定定定 説説説明明明
A 116.0 mm (4.57イ

ンチ)
スキャナの
中心線から取
付けベースの
前面までの距
離。

B 355.0 mm
(13.98 インチ)

取付けベー
スの背面から
前面までの距
離。

C 209.5 mm (8.25イ
ンチ)

レーダー ス
キャナの高
さ。

D 319.5 mm
(12.58 インチ)

取付けベース
の幅。(ユニッ
ト背面)。

E 541.0 mm
(21.30 インチ)

スキャナの
幅。

F 116.5 mm (4.59イ
ンチ)

中心線から
背面の取り付
け穴までの距
離。

G 233.0 mm (9.17イ
ンチ)

取り付け穴と
取り付け穴の
間の距離。

H 27.5 mm (1.08 イ
ンチ)

中心線から
前面の取り付
け穴までの距
離。

I 141.5 mm (5.57イ
ンチ)

前面の取り付
け穴と背面の
取り付け穴の
間の距離。

3.8 場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
Quantum™ スキャナに最適な高さは、水平線に対
して長い見通し距離を得るのに十分な海岸線より
も上の高さで、同時に船舶の縦揺れや横揺れの影
響を受けない高さの場所です。

D11700-1

スキャナはまた、以下の条件を満たす場所に設置
する必要があります。
• 頭の高さより上
• 手の届きやすいところ
• 船舶の中心線からできるだけ近い場所
• 航海条件においてスキャナを安全に支えられ
る、しっかりと安定したプラットフォーム

• フライブリッジ、大型エンジンを積み重ねたも
の、サーチライト、警笛、マストなど、大きい
障壁がない場所 (追加の情報は「 影の部分と偽
エコー」を参照してください)。

• 熱や噴煙がない場所
• 磁気コンパスまたはその他のスキャナから 1 m
(3 フィート) 以上離れた場所

影影影ののの部部部分分分ととと偽偽偽エエエコココーーー
レーダースキャナを取り付けるときは、積み重ね
たエンジンやサーチライト、警笛、マストなどの
巨大構造物や機器から離して設置してください。
このような物体が原因で、影の部分や偽エコーが
生じることがあります。たとえば、レーダー ス
キャナをマストに設置した場合、他の物標からの
エコーがマストに反射される可能性があります。
濡れた帆でも影ができることがあるため、雨天時
にはレーダーのパフォーマンスが低下することが
あります。特に船首付近では影を避けることが重
要です。レーダースキャナを上げ下げするだけで
もこのような効果の影響を低減させることがで
きる場合があります。
障害物を越えた影部分では、ビームの強度が弱ま
ります。物標からエコーを得るのに十分なビーム
強度がない場合、見通しが利かない区域ができる
ことがあります。これは近距離でも起こり得ま
す。このため、影の部分の角度幅と相対方位を設
置時に特定する必要があります。
お使いの多機能ディスプレイの影の部分または偽
エコーを検出することができる場合があります。た
とえば、海面反射を見通しの利かない円弧部分の
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指標とすることができます。レーダーディスプレ
イで暗い部分は、影の部分である可能性がありま
す。この情報はディスプレイユニット付近に掲示
してください。オペレータはこれらの見通しの利
かない領域で、物標に注意する必要があります。

レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの設設設置置置角角角度度度
レーダー スキャナが水線に平行に回転すること
を確認してください。
レーダースキャナのレーダービームは、船舶が縦
横に揺れても正常にターゲットを検出できるよう
に、縦方向に約 20°の幅が設けられています。

10°

10°

D11359-2

滑走中の船体 (ハル)や一部の排水型船体 (ハル)で
は、船舶が巡航速度のときに高い船首角度が採用
されています。この結果、レーダーのメインの放
射角が高くなり、最寄りのターゲットの検出精度
が低下することがあります。最適なターゲット検
出を確保するために、船首の上昇を相殺すること
が必要になる場合があります。これを行うには、
取付用プラットフォームとレーダー　スキャナの
ベースの間にくさびまたはワッシャを装着して、
船舶の船首が巡航速度に応じて上がったときに、
レーダー ビームが水線と平行に保たれるように
することができます。

D13400-1

1

項項項目目目 説説説明明明
1 くさび/ワッシャ

複複複数数数のののレレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナ— 場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必
要要要条条条件件件
複数のレーダースキャナを同一の船舶に設置する
際の場所に関する重要な考慮事項をご説明します。
• スキャナは 0.5 m (1.6 フィート) 以上の上下間
隔を空けて設置します。これは船舶上のすべて
の設置場所に当てはまります。

• 複数のスキャナを設置するときは、2台のスキャ
ナの縦のビーム幅間の干渉が最小限に抑えられ
るように設置してください。

• どのような状況でも、干渉の可能性を最小限に
抑えるためにも、できるだけ物理的距離を置く
よう努めてください。

3.9 Quantum のののWi-Fi 専専専用用用設設設置置置時時時ののの必必必
要要要条条条件件件
Wi-Fi の性能は多くの異なる設置シナリオでテス
トし、実証が行われていますが、Quantum™ レー
ダーの場所を選ぶ前に、以下の要件を考慮に入
れる必要があります。

Wi-Fi

SeaT alkhs

Wi-Fi

SeaT alkhs

D13516-1

複数の MFD を装備したシステムの場合は、最も
至近距離にある MFD か、レーダーまでの見通し
線が最もクリアな MFD にレーダーを接続してく
ださい。
MFDとレーダー間の最大距離は、設置環境 (障害
物や干渉など) によって異なります。

例例例 1 —野野野外外外ででで見見見通通通ししし線線線ががが最最最適適適ななな環環環境境境ののの場場場合合合

D13518-1

100 m (328 ft)

-23dBm -45dBm -65dBm -75dBm

最適環境で見通し線がクリアな状況では、最大 100
m (328フィート)まで信頼できる接続が確立できま
す。ただし、この結果に対して多くの要因が影響
する可能性があるため、設置前の実地調査を必ず
実施してください。安定したWi-Fiパフォーマンス
を確保するための信号強度は、–75dBm未満です
信号強度が 0に近いほど、パフォーマンスは向上
します (例 –40dBm は –75dBm よりも優れていま
す)。設置前の実地調査のときに、スマートデバイ
スのWi-Fi Analyzerアプリを使用し得、必要な場所
で使用可能な信号強度を評価することができます。

例例例 2 — グググラララスススフフファァァイイイバババーーー製製製のののコココーーーチチチルルルーーーフフフををを信信信
号号号ががが通通通過過過すすするるる場場場合合合

D13514-1

15
 m

 (
49

 ft
)

-7
5d

B
m

上記の例では、許容範囲の Wi-Fi 性能の最大距離
は、信号が重構造のグラスファイバー製コーチ
ルーフを通過しなければならないため、15 m (49
フィート) でした。
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例例例 3 — 重重重構構構造造造物物物ををを信信信号号号ががが通通通過過過すすするるる場場場合合合

3 m (9.8 ft)
-75dBm

D13515-1

上記の例では、許容範囲の Wi-Fi 性能の最大距離
は、信号が金属製の屋根を通過しなければならな
いため、3 m (9.8 フィート) でした。
レーダーと MFDの間の見通し線を遮る障害物も、
さらにWi-Fiの性能に影響を及ぼします。各障害物
の影響は通常は最小限ですが、その効果は蓄積さ
れます。障害物として、次の物が考えられます。
• 船船船舶舶舶構構構造造造—Wi-Fi信号が船舶の隔壁を通過する
かコーチルーフを通過するかによって、Wi-Fiの
性能は影響を受けます。構造物の素材と厚さに
よっては、重大な影響が及ぶこともあります。
たとえば、厚みのある鋼鉄の隔壁の場合、Wi-Fi
信号が完全に遮断されることがあります。

• レレレーーーダダダーーー設設設置置置—設置の種類によっては性能に影
響が出る場合があります。たとえば、固体鋼鉄プ
ラットフォームに設置した場合、バースタイル
の設置よりも性能への影響が大きくなります。

• 電電電気気気設設設備備備とととそそそののの他他他ののの物物物体体体—レーダーと MFDの
直接の見通し線を遮る物体はすべてWi-Fiの性能
に影響を及ぼします。電気設備、電子機器、電
磁装置は家具よりもその影響が大きいです。

• MFDののの設設設置置置— MFDの設置も Wi-Fiの性能に影
響を及ぼします。たとえば、MFD を鋼鉄構造
のダッシュに表面実装した場合、Wi-Fi の性能
に影響が出ます。

Wi-Fi 信信信号号号ののの反反反射射射
Wi-Fi接続で接続されることになる Quantumレー
ダーの設置場所を決める際は、Wi-Fi 信号が影響
を受ける周囲の効果を考慮することが重要です。
Wi-Fi 信号は、最寄りの物体に反射、または「跳
ね返る」ことで、接続しやすい経路を作ることが
あります。その場合、接続が安定しているように
見えても、船舶を開水域に出すと、すぐに接続の
質が低下することがあります。

例例例

1

2

D13519-1

1. この例では、Wi-Fi信号は最寄りの船舶に跳ね
返り、ブリッジの窓を通して戻って来ていま
す。この方が金属の屋根を通過するよりも簡単
な経路が得られるからです。

2. この例では、Wi-Fi信号は金属の屋根を通過す
る際に弱まります。しかし開水域では、これ

が信号が取ることのできる唯一の経路になる
場合があります。

D13520-1

通通通告告告: QuantumのののWi-Fi接接接続続続
通常、設置の際には、Wi-Fi信号に影響
を与える構造物が存在します。レーダー
を航海に使う前に、海水域で、および
他の船舶や構造物から離れた場所で、
Wi-Fi接続の信頼性をテストするように
してください。

Wi-Fi ののの場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
Wi-Fiのパフォーマンスには、多くの要因が影響を
及ぼす可能性があります。Wi-Fi対応製品を設置す
る前に、希望する場所で Wi-Fi のパフォーマンス
をテストすることが重要です。
距距距離離離ととと信信信号号号強強強度度度
Wi-Fi 製品間の距離は常に最低限に留めてくださ
い。お使いのWi-Fi製品の最大規定範囲を超えない
ようにしてください (最大範囲は各装置によって
異なります)。
Wi-Fiのパフォーマンスは距離が離れると低下する
ため、距離が遠くなると、製品が受信するネット
ワーク帯域幅も少なくなります。最大Wi-Fi範囲近
くに設置された製品は、接続速度の低下、信号の
消滅、まったく接続できない、などの現象を経験
する可能性があります。
見見見通通通ししし線線線ととと障障障害害害物物物
最良の結果を得るためには、Wi-Fi製品と接続先の
製品の間に明瞭な見通し線が確保されている必要
があります。物理的な障害があると、Wi-Fi信号が
低下したり、遮断されたりする場合があります。
船舶の構造によって、Wi-Fiのパフォーマンスが影
響を受けることがあります。たとえば、金属構造
の隔壁や屋根があると、Wi-Fi信号が弱まり、状況
によっては遮断される場合があります。
Wi-Fi信号が、電源ケーブルが収められた隔壁を通
過する場合も、Wi-Fi のパフォーマンスが低下す
る可能性があります。
金属面、特定のガラス、鏡などの反射面が原因
で、Wi-Fi信号の効果が多大な影響を受けたり、場
合によっては Wi-Fi 信号が遮断されたりすること
もあります。
干干干渉渉渉おおおよよよびびびそそそののの他他他ののの機機機器器器
Wi-Fi 製品は、以下から 1m 以上離して設置して
ください。
• その他の Wi-Fi 対応製品
• 同じ周波数範囲で無線信号を送信する送信製品
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• 干渉が生じる可能性があるその他の電気機器、
電子機器、電磁機器

他の人々が使用している Wi-Fi 製品からの干渉に
よってお使いの製品に干渉が生じることもありま
す。最適な Wi-Fi チャンネル (使用されていない
チャンネル、または使用しているデバイス数が最
も少ないチャンネル)を査定するのに、Wi-Fi解析
ツールを使用することができます。

設設設置置置前前前ののの実実実地地地調調調査査査—Wi-Fi Analyzer
Wi-Fi経由で接続する Quantumレーダーを設置す
る前に、実地調査を実施して、Wi-Fi 信号の強度
が安定した接続を確保するのに十分であること
を確認してください。
スマートデバイスと Wi-Fi Analyzerアプリ (例ア
ンドロイド式デバイスの場合は Farproc 社製の
Wi-Fi Analyzer など) を使用して実地調査を行う
ことをお勧めします。

Wi-Fi

SeaT alkhs

Wi-Fi

D13517-1

1. お使いのスマートデバイスにWi-Fi Analyzerア
プリをインストールします。

2. お使いの MFD の Wi-Fi 接続を有効にします
(ホホホーーームムム画画画面面面 > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接
続続続] > [Wi-Fi] > [Wi-Fi: オオオンンン])。

3. MFDの Wi-Fi名を書き留めます (ホホホーーームムム画画画面面面 >
[セセセッッットトトアアアッッップププ] > [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接続続続] > [Wi-Fi] >
[Wi-Fi 共共共有有有] > [Wi-Fi 名名名])。

4. レーダー設置に選んだ場所に移動します。
5. お使いのスマート　デバイスで Wi-Fi Analyzer

アプリを開き、使用可能なネットワークをス
キャンします。

6. 必要な設置場所で、MFD の Wi-Fi ネットワー
クの信号強度を確立します。

安定した Wi-Fiパフォーマンスを確保するため
の信号強度は、–75dBm未満です。信号強度が
0に近いほど、パフォーマンスは向上します (例
–40dBmは –75dBmよりも優れています)。

7. 信号が弱いか、断続的な場合はさらに調査す
る必要があります。Wi-Fi の場所に関する必
要条件ガイドを参照して、問題の原因を突き
止めてください。

8. 複数の MFDが接続されているネットワークの
場合は、ネットワークの MFDごとに手順 2～7
を繰り返します。

設設設置置置前前前ののの実実実地地地調調調査査査— Raymarineアアアプププリリリ
RayControlや RayViewなどの Raymarineアプリ
を使用して、必要な設置場所の Wi-Fi 接続の安定
性を評価することもできます。

Wi-Fi

SeaT alkhs

Wi-Fi

D13517-1

1. お使いの MFD の Wi-Fi 接続を有効にします
(ホホホーーームムム画画画面面面 > [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接
続続続] > [Wi-Fi] > [Wi-Fi: オオオンンン])。

2. 携帯アプリのメニューで「表示のみ」または
「リモート制御」を有効にします (ホホホーーームムム画画画面面面
> [セセセッッットトトアアアッッップププ] > [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接続続続] > [Wi-Fi] >
[Wi-Fi 共共共有有有] > [携携携帯帯帯アアアプププリリリ])。

3. MFDの Wi-Fi名を書き留めます (ホホホーーームムム画画画面面面 >
[セセセッッットトトアアアッッップププ] > [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接続続続] > [Wi-Fi] >
[Wi-Fi 共共共有有有] > [Wi-Fi 名名名])。

4. レーダー設置に選んだ場所に移動します。
5. お使いのスマートデバイスを使用して、使用可

能な Wi-Fiネットワークを検索します。
6. お使いの MFDのネットワークを探し、デバイ

スで報告される信号強度を確認します。
7. 信号強度が強い場合は、RayViewやRayControl

などの Raymarine携帯アプリを開き、その場所
での機能を確認します。アプリの実行中にパ
フォーマンスの問題がなかった場合は、設置を
続行して構いません。

8. 信号が弱いか、断続的な場合はさらに調査す
る必要があります。Wi-Fi の場所に関する必
要条件ガイドを参照して、問題の原因を突き
止めてください。

9. 複数の MFDが接続されているネットワークの
場合は、ネットワークの MFDごとに手順 1～9
を繰り返します。

Wi-Fi 信信信号号号ののの強強強度度度
Wi-Fi信号の強度は、デシベルミリワット (dBm)と
いう単位で測定します。現在接続中の信号の強度は
通常、Wi-Fiの記号でグラフィック表示されます。
各棒で表される信号強度の範囲は、デバイスメー
カー各社によって独自に決められています。しか
し通常、性能は似通っています。

D13521-1

1/4 2/4 3/4 4/4

• 1/4 — 接続を維持できません。通常、接続速度
も非常に低速です (LightHouse™ MFD: –150dBm
より悪い)。
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• 2/4 — 断続的に切断と再接続を繰り返します。
通常、接続速度は低速です (LightHouse™ MFD:
–80dBm ～ –149dBm)。

• 3/4 — 安定した接続。接続速度も良好です
(LightHouse™ MFD: –70dBm～ –79dBm)。

• 4/4 — 安定した接続。接続速度は高速です
(LightHouse™ MFD: –55dBmより良好)。
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章章章 4: ケケケーーーブブブルルル/接接接続続続 (Quantum 型型型式式式、、、RayNet 使使使用用用)

目目目次次次
• 4.1 Wi-Fi 専用の Quantum 型式 ( 26 ページ)
• 4.2 敷設時の一般的なガイダンス ( 26 ページ)
• 4.3 接続の概要 ( 27 ページ)
• 4.4 電源接続 ( 30 ページ)
• 4.5 ネットワーク接続 ( 32 ページ)
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4.1 Wi-Fi専専専用用用ののの Quantum型型型式式式

重重重要要要: 本項は、Wi-Fi専用の Quantum型式には当
てはまりません。お使いの製品型式に関連した
情報については、「章 5ケーブル/接続 (Quantum
型式、Wi-Fi 対応のみ)
」の項を参照してください。

4.2敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用
することが大切です。
• 特に明記しない限り、Raymarineから支給され
ている正しい種類の標準ケーブルのみを使用し
てください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質
と規格が適切であることを確認してください。
たとえば電源ケーブルが長くなると、伝送路の
電圧降下を最小限に抑えるために、大きな番線
が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、
ケーブルは正しく配線してください。
• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてくだ
さい。可能な限り、最小曲げ径 200 mm (8イン
チ) / 最小曲げ半径 100 mm (4 インチ) を確保し
てください。

100 mm (4 in)

200 mm (8 in)

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることが
ないようにすべてのケーブルを保護します。可
能であれば被覆やコンジットを使用してくださ
い。ビルジや出入口、または移動物体や熱い物
体の近くにケーブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを
定位置に固定してください。余分なケーブルは巻
き取り、邪魔にならないように括ってください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡
すときは、適切な防水加工のフィードスルー
を使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線し
ないでください。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最
大限に遠ざけることを心がけてください。
• 他の機器やケーブル
• 高電流が流れる AC / DC 送電線
• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレイン リリーフ (張力緩和) を確保し
てください。コネクタが引っ張られないように保
護し、極限海面状況でも抜けないことを確認し
てください。

回回回路路路ののの分分分離離離
直流電流と交流電流の両方を使用する場合、適切
な回路分離が必要になります。
• PC、プロセッサ、ディスプレイ、その他の精
密電子計器または装置を稼動する際には、必
ず絶縁変圧器か独立した電力変換器を使用し
てください。
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• Weather FAXオーディオケーブルには必ず絶縁
変圧器を使用してください。

• サードパーティ製のオーディオアンプを使用す
る際には、必ず独立した電源をご使用ください。

• 信号線の光分離には、必ず RS232/NMEA コン
バータを使用してください。

• PCまたはその他の精密電子装置には、必ず専用
の電源回路を確保してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータ ケーブルが適切に遮蔽されてお
り、損傷がない (狭い場所を無理に通したためにこ
すれたりしていない)ことを確認してください。

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
• Raymarineのケーブルには、抑制フェライトがあ
らかじめ装備されている、または付属しているも
のがあります。抑制フェライトは、EMC性能を
正常に保つために大切な働きをします。ケーブ
ルに対してフェライトが別途提供されている (装
着されていない)場合は、付属の指示に従って、
このフェライトを装着する必要があります。

• なんらかの理由（例：設置または保守作業時）
で、フェライトを取り外す必要がある際には、
製品をご使用になる前に必ず元の場所にフェラ
イトを取り付けてください。

• Raymarine、または正規の Raymarine 販売店で
販売する、純正部品のフェライトのみをご使
用ください。

• 設置の際には複数のフェライトをケーブルに追加
する必要がありますが、ケーブルへの余分な重量
によってコネクタに負担がかかるのを防ぐため、
追加のケーブルクリップを使用してください。

4.3 接接接続続続ののの概概概要要要
次の情報を手がかりに、お使いの製品の接続を特
定してください。

コココネネネクククタタタ 接接接続続続先先先: 適適適切切切なななケケケーーーブブブルルル

RayNet ネット
ワークまたは
デバイス。Wi-Fi
を使用して接続
している場合は
不要。

「章 11スペア
および付属品」
の項を参照して
ください。

12 V / 24 V電源。 製品に付属して
います。

電源とデータの接続部分は、次の図に示すよう
に、スキャナユニットの下側にあります。

D13452-1

12 / 24 V

RayNet

標標標準準準的的的なななケケケーーーブブブルルル配配配線線線シシシナナナリリリオオオ
標準的なケーブル配線シナリオは 4つあります。

注注注意意意: 本項で説明/図示した配線オプションで
は、レーダー スキャナと多機能ディスプレイ
(MFD) をつなぐのに物理的な有線データ接続を
使用することを想定しています。ただしWi-Fi接
続を介してスキャナを MFDに接続している場合
は、RayNet有線接続は必要ありません。

1. 電源接続とデータ接続に別々のケーブルを用
いて、プラットフォームにスキャナを取り付け
た場合のケーブル配線。

2. 既存の Raymarineデジタルレーダースキャナ
設置からの電源/データ兼用ケーブルで、ス
キャナをプラットフォームに取り付けた場合の
ケーブル配線。ここでは、A80308 Y字型アダ
プタ付属品が必要です (スキャナとは別売り)。
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3. 電源接続とデータ接続に別々のケーブルを用
いて、柱にスキャナを取り付けた場合のケー
ブル配線。

4. 既存の Raymarineデジタルレーダースキャナ
設置からの電源/データ兼用ケーブルで、ス
キャナを柱に取り付けた場合のケーブル配線。
ここでは、A80308 Y字型アダプタ付属品が必
要です (スキャナとは別売り)。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線—プププラララッッットトトフフフォォォーーームムム取取取付付付けけけ
プラットフォーム取付けの設置方法には、2 つの
標準的なケーブル配線シナリオがあります。
• 別々の電源ケーブルとデータ ケーブルを用い
る場合。

• 旧式の Raymarineデジタルレーダースキャナの
既存の電源/データ兼用ケーブルを用いる場合。
このシナリオには、A80308 Y字型アダプタ付属
品が必要です (スキャナとは別売り)。

別別別々々々ののの電電電源源源ケケケーーーブブブルルルとととデデデーーータタタケケケーーーブブブルルルををを用用用いいいるるる
場場場合合合

注注注意意意: 本項で説明/図示した配線オプションで
は、レーダー スキャナと多機能ディスプレイ
(MFD) をつなぐのに物理的な有線データ接続を
使用することを想定しています。ただしWi-Fi接
続を介してスキャナを MFDに接続している場合
は、RayNet有線接続は必要ありません。

次の図は、電源接続とデータ接続に別々のケーブ
ルを用いて、プラットフォームにスキャナを取り
付けた場合のケーブル配線を示しています。

D13454-1

2

12 / 24 V

1

RayNet

1. RayNet データ接続。
2. 12 V / 24 V 電源接続。

注注注意意意:
• 電源ケーブルは別途すべての Quantum™ レー
ダー型式に付属しています。

• RayNetケーブルが付属していない Quantum™

レーダー型式もあります。詳細については、
「章 2 ドキュメントおよび製品情報」の項を
参照してください。

• 適した付属品の RayNetケーブルの詳細につい
ては、「11.4 RayNet― RayNetのケーブルお
よびコネクタ」の項を参照してください。

旧旧旧式式式ののの Raymarineデデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーののの既既既存存存ののの電電電源源源
/デデデーーータタタ兼兼兼用用用ケケケーーーブブブルルルををを用用用いいいるるる場場場合合合

D13456-1

12 / 24 V

RayNet

3

4

A80308

1

2

注注注意意意: Y 字型アダプタは実際は白色です。わか
りやすくするため、上の図では別の色で示され
ています。

1. RayNetデータ接続。このケーブルは、A80308
Y字型アダプタの付属品ケーブルの一部です。

2. 12 V / 24 V 電源接続。このケーブルは、
A80308 Y 字型アダプタの付属品ケーブルの
一部です。

3. A80308 Y字型付属品ケーブル (スキャナとは
別売り)。

4. 既存のデジタルレーダー電源/データ兼用ケー
ブル。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線— 柱柱柱取取取付付付けけけ
柱取付けの設置方法には、2 つの標準的なケーブ
ル配線シナリオがあります。
• 別々の電源ケーブルとデータ ケーブルを用い
る場合。

• 旧式の Raymarineデジタルレーダースキャナの
既存の電源/データ兼用ケーブルを用いる場合。
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このシナリオには、A80308 Y字型アダプタ付属
品が必要です (スキャナとは別売り)。

別別別々々々ののの電電電源源源ケケケーーーブブブルルルとととデデデーーータタタケケケーーーブブブルルルををを用用用いいいるるる
場場場合合合

注注注意意意: 本項で説明/図示した配線オプションで
は、レーダー スキャナと多機能ディスプレイ
(MFD) をつなぐのに物理的な有線データ接続を
使用することを想定しています。ただしWi-Fi接
続を介してスキャナを MFDに接続している場合
は、RayNet有線接続は必要ありません。

次の図は、電源接続とデータ接続に別々のケーブ
ルを用いて、プラットフォームにスキャナを取り
付けた場合のケーブル配線を示しています。

D13455-1

2

12 / 24 V

1

RayNet

1. RayNet データ接続。
2. 12 V / 24 V 電源接続。

注注注意意意:
• 電源ケーブルは別途すべての Quantum™ レー
ダー型式に付属しています。

• RayNetケーブルが付属していない Quantum™

レーダー型式もあります。詳細については、
「章 2 ドキュメントおよび製品情報」の項を
参照してください。

• 適した付属品の RayNetケーブルの詳細につい
ては、「11.4 RayNet― RayNetのケーブルお
よびコネクタ」の項を参照してください。

旧旧旧式式式ののの Raymarineデデデジジジタタタルルルレレレーーーダダダーーーののの既既既存存存ののの電電電源源源
/デデデーーータタタ兼兼兼用用用ケケケーーーブブブルルルををを用用用いいいるるる場場場合合合

D13457-1

12 / 24 V
RayNet

A80308

1
2

3

4

注注注意意意: Y 字型アダプタは実際は白色です。わか
りやすくするため、上の図では別の色で示され
ています。

1. RayNetデータ接続。このケーブルは、A80308
Y字型アダプタの付属品ケーブルの一部です。

2. 12 V / 24 V 電源接続。このケーブルは、
A80308 Y 字型アダプタの付属品ケーブルの
一部です。

3. A80308 Y字型付属品ケーブル (スキャナとは
別売り)。

4. 既存のデジタルレーダー電源/データ兼用ケー
ブル。

接接接続続続
以下の手順に従って、ケーブルを製品に接続しま
す。スキャナのWi-Fi機能を用いて多機能ディスプ
レイに接続する予定の場合は、電源ケーブルのみ
をスキャナに接続してください。

注注注意意意: お使いの船舶が電源/データデジタルレー
ダー兼用ケーブルである場合は、Y 字型アダプ
タ (品番 A80308)を使用して既存のケーブル端を
スキャナのコネクタに接続します。

1. 船舶の電源スイッチがオフであることを確認
します。

2. スキャナに接続されている多機能ディスプレイ
が、装置に付属の設置指示に従って設置されて
いることを確認してください。

3. スキャナの電源コネクタのロッキングカラーが
ロック解除位置にあることを確認します。

4. 本項のケーブル配線図に従い、スキャナベース
内の電源ケーブルとオプションのデータケーブ
ルを配線します。ケーブル配線は、スキャナを
プラットフォームに設置するか柱に設置する
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か、また Y字型アダプタを使用して既存の電源
/データ兼用デジタルレーダーケーブルに接続
するかどうかによっても異なります。

5. V字型の刻み目がコネクタのガイドに揃うよう
に電源ケーブルコネクタの向きを揃えます。

6. ケーブル コネクタをスキャナの電源コネクタ
にしっかりと差し込みます。

7. 固定用の環がロックする位置にかちりと収まる
まで、ロッキング カラーを時計回りに回しま
す。

8. オプションのデータケーブルをスキャナの対応
するコネクタにしっかりと差し込みます。

9. Y 字型アダプタを使用している場合は、最後
にアダプタと既存の電源/データ兼用デジタル
レーダー ケーブルを接続します。

4.4 電電電源源源接接接続続続

4

3 12

D13405-1

注注注意意意: デジタル、または HDカラーのレードーム
からの電源/データ兼用ケーブルを既に使用して
いる既存の設置では、Y字型のアダプタケーブ
ル (品番 A80308) がご利用いただけます。Y 字
型アダプタは、既存の兼用ケーブルをスキャナ
で使用するデータ コネクタと電源コネクタに
分岐します。

項項項目目目 説説説明明明 接接接続続続先先先:
1 電源ケーブル 製品の電源コネク

タ。
2 赤のケーブル (正) 電源の正端子。
3 12 V / 24 V電源に接

続。
電源

4 黒のケーブル (負) 電源の負端子。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズおおおよよよびびびサササーーーマママルルルブブブレレレーーー
カカカ定定定格格格
お使いの製品には、次のインラインヒューズよび
サーマルブレーカ定格が適用されます。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズ定定定
格格格 サササーーーマママルルルブブブレレレーーーカカカ定定定格格格
5 A 3 A (接続する装置が 1台

の場合)

注注注意意意:
• サーマルブレーカに適したヒューズ定格は、
接続する装置の台数によって異なります。わ
からない場合は、正規の Raymarine販売店に
お問い合わせください。

• お使いの製品の電源ケーブルには、インライ
ン ヒューズが装備されている場合がありま
すが、装備されていない場合は、インライン
ヒューズ/ブレーカを製品の電源接続の正のワ
イヤに追加する必要があります。

通通通告告告: 接接接地地地ははは不不不要要要
この製品は完全に絶縁されており、別途
接地処理を施す必要はありません。

電電電源源源ケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
本製品には電源ケーブルが付属しており、必要に
応じて延長することができます。
• システムの各ユニットの電源ケーブルは、別々
に、ユニットから船舶のバッテリ/配電盤をつな
ぐ 1 本の 2 線式ケーブルとして配線する必要
があります。
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• Raymarineでは、どのような長さにケーブルを
延長する場合も、最最最低低低ワイヤ ゲージを 14AWG
(2.08 mm2)に抑えることをお勧めします。

• 電源ケーブルをどれだけ延長する場合でも、製
品の電源コネクタで、最最最低低低 10.8 V、完全に電気
がなくなったバッテリで 11 Vの電圧が連続して
得られることを確認してください。

重重重要要要: お使いのシステムの一部の製品 (ソナーモ
ジュールなど)では、特定の時間帯にピーク電圧
になり、そのためにピーク時に他の製品で使用
できる電圧に影響が出る場合があります。

配配配電電電
推奨事項とベスト プラクティス
• 本製品には電源ケーブルが付属しています。製
品に付属の電源ケーブルのみを使用してくださ
い。別の製品を対象とした、または別の製品に
付属の電源ケーブルは使用しないでください。

• お使いの製品の電源ケーブルのワイヤの見つけ
方、また接続場所に関する詳細は、「電源接
続」の項を参照してください。

• よくある配電条件での実装方法の詳細は、以下
をご覧ください。

重重重要要要: 計画・配線を行う際には、システムで使用
する他の製品を考慮してください。製品によって
は (ソナーモジュールなど)、船舶の電気系統に
大きな電力需要ピークがかかる場合があります。

注注注意意意: 下記の情報は、あくまでもお使いの製品を
保護するための指針として提供されています。
一般的な船舶配電のシナリオを取り上げていま
すが、すべてを網羅しているわけではありませ
ん。適切なレベルの保護が確保されているかど
うか不明な場合は、正規の Raymarine 販売店
もしくは適切な資格を持つ専門の海洋技術者に
ご相談ください。

実実実装装装— バババッッッテテテリリリににに直直直接接接接接接続続続すすするるる場場場合合合
• お使いの製品に付属の電源ケーブルは、適切な
定格のヒューズまたはブレーカ経由で船舶の
バッテリに直接接続することができます。

• 製品に付属の電源ケーブルに、別のドレインワ
イヤが含まれていない場合もあります。その場
合は、電源ケーブルの赤と黒のワイヤのみを接
続する必要があります。

• 付属の電源ケーブルにインラインヒューズが装
備されていない場合は、赤のワイヤとバッテリ
の正 (+)の端子との間に適切な定格のヒューズ、
またはブレーカを装着する必要があります。

• 製品ドキュメントに記載されているインライン
ヒューズの定格を参照してください。

• 製品に付属の電源ケーブルの長さを延長する必
要がある場合は、製品ドキュメントに記載の、
専用の電源ケーブルの延長に関するアドバイス
をご覧ください。

D13344-1

A

B

A バッテリ接続シナリオ A:共用の RF接地点
を使用している船舶に適しています。この
シナリオでは、お使いの製品の電源ケーブ
ルに別のドレインワイヤが付属している場
合、これを船舶の共用接地点に接続する必
要があります。

B バッテリ接続シナリオ B:共用の RF接地点を
使用していない船舶に適しています。このシ
ナリオでは、お使いの製品の電源ケーブルに
別のドレインワイヤが付属している場合、
これをバッテリの負 (-)の端子に直接接続す
る必要があります。

実実実装装装— 配配配電電電盤盤盤ににに接接接続続続すすするるる場場場合合合

D13348-1

• 別の方法として、付属の電源ケーブルを船舶の
配電盤または工場出荷時に装備された配電点の
適切なブレーカまたはスイッチに接続すること
ができます。

• 配電点の給電元は、8 AWG (8.36 mm2)ケーブル
による船舶の一次電源である必要があります。

• すべての機器を、適切な回路保護を施した、
適切な定格の個別のサーマル ブレーカまたは
ヒューズに配線できれば理想的です。しかし、
それが不可能であり、複数の機器でブレーカを
共有する場合は、電源回路ごとに個別のインラ
インヒューズを使用して、必要な保護を確保し
てください。

• いずれの場合も、製品ドキュメントに付属の推
奨ブレーカ/ヒューズ定格に従ってください。

• 製品に付属の電源ケーブルの長さを延長する必
要がある場合は、製品ドキュメントに記載の、
専用の電源ケーブルの延長に関するアドバイス
をご覧ください。

重重重要要要: サーマル ブレーカまたはヒューズに適し
たヒューズ定格は、接続する装置の台数によっ
て異なることに注意してください。
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接接接地地地
製品ドキュメントに記載のそれぞれの接地に関す
るアドバイスに従ってください。

そそそののの他他他ののの情情情報報報
Raymarineでは、すべての船舶の電気設備で、次
の標準に詳しく記載されているベストプラクティ
スに従うことをお勧めします。
• BMEA (全英舶用電子機器協会)の電気電子機器
の船舶設置に関する実施規則

• NMEA (全米舶用電子機器協会) 0400設置標準
• ABYC E-11 船舶の AC/DC 電気系統
• ABYC A-31 充電器とインバータ
• ABYC TE-4 避雷

通通通告告告: 接接接地地地ははは不不不要要要
この製品は完全に絶縁されており、別途
接地処理を施す必要はありません。

4.5 ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続
スキャナはWi-Fiか、または物理的な RayNetケー
ブル接続を介して、互換性のある Raymarine多機
能ディスプレイ (MFD) に接続する必要がありま
す。接続が完了したら、その多機能ディスプレイ
でレーダーエコーデータを表示できます。

有有有線線線 (RayNet)ののの多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイののの接接接続続続
RayNetケーブルを使用して多機能ディスプレイに
接続したスキャナ

D13408-2

12 / 24 V

1

2

3

項項項目目目 説説説明明明
1 Quantum™レードーム (わかりやすくする

ために、ユニット下部の接続部分のみ
をここに示しています)。

2 互換性のある Raymarine多機能ディスプ
レイのコネクタパネル (わかりやすく
するために、ユニットの接続部分のみ
をここに示しています)。

3 RayNetデータケーブル。

Wi-Fi でででののの多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイののの接接接続続続
Wi-Fi を使用して多機能ディスプレイに接続した
スキャナ。

1

2

3

12 / 24 V

D13410-2

項項項目目目 説説説明明明
1 Wi-Fi 機能を備えた互換性のある

Raymarine多機能ディスプレイ。
2 Quantum™ レードーム。
3 Wi-Fiデータリンク。

お使いの MFDと Quantum™ スキャナのWi-Fi接続
の設定方法の詳細については、「章 7システム確
認とトラブルシューティング」の項、および MFD
のマニュアルを参照してください。
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複複複数数数ののの多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイののの構構構成成成
Raymarine ネットワーク スイッチを使用して、
複数の多機能ディスプレイを接続することがで
きます。

3

54

2 2

1

12 / 24 V

2

D13409-2

項項項目目目 説説説明明明
1 Quantum™レードーム (わかりやすくする

ために、ユニット下部の接続部分のみ
をここに示しています)。

2 RayNetケーブル
3 RayNetネットワークスイッチ
4 互換性のある Raymarine多機能ディスプ

レイのコネクタパネル (わかりやすく
するために、ユニットの接続部分のみ
をここに示しています)。

5 互換性のある追加の Raymarine多機能
ディスプレイのコネクタパネル (わか
りやすくするために、ユニットの接続
部分のみをここに示しています)。

使用可能なネットワークハードウェアとケーブル
の詳細については、「章 11スペアおよび付属品」
を参照してください。
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章章章 5: ケケケーーーブブブルルル/接接接続続続 (Quantum 型型型式式式、、、Wi-Fi 対対対応応応のののみみみ)

目目目次次次
• 5.1 敷設時の一般的なガイダンス ( 36 ページ)
• 5.2 電源接続 ( 37 ページ)
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5.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用
することが大切です。
• 特に明記しない限り、Raymarineから支給され
ている正しい種類の標準ケーブルのみを使用し
てください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質
と規格が適切であることを確認してください。
たとえば電源ケーブルが長くなると、伝送路の
電圧降下を最小限に抑えるために、大きな番線
が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、
ケーブルは正しく配線してください。
• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてくだ
さい。可能な限り、最小曲げ径 200 mm (8イン
チ) / 最小曲げ半径 100 mm (4 インチ) を確保し
てください。

100 mm (4 in)

200 mm (8 in)

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることが
ないようにすべてのケーブルを保護します。可
能であれば被覆やコンジットを使用してくださ
い。ビルジや出入口、または移動物体や熱い物
体の近くにケーブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを
定位置に固定してください。余分なケーブルは巻
き取り、邪魔にならないように括ってください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡
すときは、適切な防水加工のフィードスルー
を使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線し
ないでください。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最
大限に遠ざけることを心がけてください。
• 他の機器やケーブル
• 高電流が流れる AC / DC 送電線
• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレイン リリーフ (張力緩和) を確保し
てください。コネクタが引っ張られないように保
護し、極限海面状況でも抜けないことを確認し
てください。

回回回路路路ののの分分分離離離
直流電流と交流電流の両方を使用する場合、適切
な回路分離が必要になります。
• PC、プロセッサ、ディスプレイ、その他の精
密電子計器または装置を稼動する際には、必

ず絶縁変圧器か独立した電力変換器を使用し
てください。

• Weather FAXオーディオケーブルには必ず絶縁
変圧器を使用してください。

• サードパーティ製のオーディオアンプを使用す
る際には、必ず独立した電源をご使用ください。

• 信号線の光分離には、必ず RS232/NMEA コン
バータを使用してください。

• PCまたはその他の精密電子装置には、必ず専用
の電源回路を確保してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータ ケーブルが適切に遮蔽されてお
り、損傷がない (狭い場所を無理に通したためにこ
すれたりしていない)ことを確認してください。

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
• Raymarineのケーブルには、抑制フェライトがあ
らかじめ装備されている、または付属しているも
のがあります。抑制フェライトは、EMC性能を
正常に保つために大切な働きをします。ケーブ
ルに対してフェライトが別途提供されている (装
着されていない)場合は、付属の指示に従って、
このフェライトを装着する必要があります。

• なんらかの理由（例：設置または保守作業時）
で、フェライトを取り外す必要がある際には、
製品をご使用になる前に必ず元の場所にフェラ
イトを取り付けてください。

• Raymarine、または正規の Raymarine 販売店で
販売する、純正部品のフェライトのみをご使
用ください。

• 設置の際には複数のフェライトをケーブルに追加
する必要がありますが、ケーブルへの余分な重量
によってコネクタに負担がかかるのを防ぐため、
追加のケーブルクリップを使用してください。
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5.2 電電電源源源接接接続続続

4

3 12

D13405-1

注注注意意意: デジタル、または HDカラーのレードーム
からの電源/データ兼用ケーブルを既に使用して
いる既存の設置では、Y字型のアダプタケーブ
ル (品番 A80308) がご利用いただけます。Y 字
型アダプタは、既存の兼用ケーブルをスキャナ
で使用するデータ コネクタと電源コネクタに
分岐します。

項項項目目目 説説説明明明 接接接続続続先先先:
1 電源ケーブル 製品の電源コネク

タ。
2 赤のケーブル (正) 電源の正端子。
3 12 V / 24 V電源に接

続。
電源

4 黒のケーブル (負) 電源の負端子。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズおおおよよよびびびサササーーーマママルルルブブブレレレーーー
カカカ定定定格格格
お使いの製品には、次のインラインヒューズよび
サーマルブレーカ定格が適用されます。

イイインンンララライイインンンヒヒヒュュューーーズズズ定定定
格格格 サササーーーマママルルルブブブレレレーーーカカカ定定定格格格
5 A 3 A (接続する装置が 1台

の場合)

注注注意意意:
• サーマルブレーカに適したヒューズ定格は、
接続する装置の台数によって異なります。わ
からない場合は、正規の Raymarine販売店に
お問い合わせください。

• お使いの製品の電源ケーブルには、インライ
ン ヒューズが装備されている場合がありま
すが、装備されていない場合は、インライン
ヒューズ/ブレーカを製品の電源接続の正のワ
イヤに追加する必要があります。

通通通告告告: 接接接地地地ははは不不不要要要
この製品は完全に絶縁されており、別途
接地処理を施す必要はありません。

電電電源源源ケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
本製品には電源ケーブルが付属しており、必要に
応じて延長することができます。
• システムの各ユニットの電源ケーブルは、別々
に、ユニットから船舶のバッテリ/配電盤をつな
ぐ 1 本の 2 線式ケーブルとして配線する必要
があります。

• Raymarineでは、どのような長さにケーブルを
延長する場合も、最最最低低低ワイヤ ゲージを 14AWG
(2.08 mm2)に抑えることをお勧めします。

• 電源ケーブルをどれだけ延長する場合でも、製
品の電源コネクタで、最最最低低低 10.8 V、完全に電気
がなくなったバッテリで 11 Vの電圧が連続して
得られることを確認してください。

重重重要要要: お使いのシステムの一部の製品 (ソナーモ
ジュールなど)では、特定の時間帯にピーク電圧
になり、そのためにピーク時に他の製品で使用
できる電圧に影響が出る場合があります。

配配配電電電
推奨事項とベスト プラクティス
• 本製品には電源ケーブルが付属しています。製
品に付属の電源ケーブルのみを使用してくださ
い。別の製品を対象とした、または別の製品に
付属の電源ケーブルは使用しないでください。

• お使いの製品の電源ケーブルのワイヤの見つけ
方、また接続場所に関する詳細は、「電源接
続」の項を参照してください。

• よくある配電条件での実装方法の詳細は、以下
をご覧ください。

重重重要要要: 計画・配線を行う際には、システムで使用
する他の製品を考慮してください。製品によって
は (ソナーモジュールなど)、船舶の電気系統に
大きな電力需要ピークがかかる場合があります。

注注注意意意: 下記の情報は、あくまでもお使いの製品を
保護するための指針として提供されています。
一般的な船舶配電のシナリオを取り上げていま
すが、すべてを網羅しているわけではありませ
ん。適切なレベルの保護が確保されているかど
うか不明な場合は、正規の Raymarine 販売店
もしくは適切な資格を持つ専門の海洋技術者に
ご相談ください。

実実実装装装— バババッッッテテテリリリににに直直直接接接接接接続続続すすするるる場場場合合合
• お使いの製品に付属の電源ケーブルは、適切な
定格のヒューズまたはブレーカ経由で船舶の
バッテリに直接接続することができます。

• 製品に付属の電源ケーブルに、別のドレインワ
イヤが含まれていない場合もあります。その場
合は、電源ケーブルの赤と黒のワイヤのみを接
続する必要があります。

• 付属の電源ケーブルにインラインヒューズが装
備されていない場合は、赤のワイヤとバッテリ
の正 (+)の端子との間に適切な定格のヒューズ、
またはブレーカを装着する必要があります。

• 製品ドキュメントに記載されているインライン
ヒューズの定格を参照してください。

• 製品に付属の電源ケーブルの長さを延長する必
要がある場合は、製品ドキュメントに記載の、
専用の電源ケーブルの延長に関するアドバイス
をご覧ください。
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D13344-1

A

B

A バッテリ接続シナリオ A:共用の RF接地点
を使用している船舶に適しています。この
シナリオでは、お使いの製品の電源ケーブ
ルに別のドレインワイヤが付属している場
合、これを船舶の共用接地点に接続する必
要があります。

B バッテリ接続シナリオ B:共用の RF接地点を
使用していない船舶に適しています。このシ
ナリオでは、お使いの製品の電源ケーブルに
別のドレインワイヤが付属している場合、
これをバッテリの負 (-)の端子に直接接続す
る必要があります。

実実実装装装— 配配配電電電盤盤盤ににに接接接続続続すすするるる場場場合合合

D13348-1

• 別の方法として、付属の電源ケーブルを船舶の
配電盤または工場出荷時に装備された配電点の
適切なブレーカまたはスイッチに接続すること
ができます。

• 配電点の給電元は、8 AWG (8.36 mm2)ケーブル
による船舶の一次電源である必要があります。

• すべての機器を、適切な回路保護を施した、
適切な定格の個別のサーマル ブレーカまたは
ヒューズに配線できれば理想的です。しかし、
それが不可能であり、複数の機器でブレーカを
共有する場合は、電源回路ごとに個別のインラ
インヒューズを使用して、必要な保護を確保し
てください。

• いずれの場合も、製品ドキュメントに付属の推
奨ブレーカ/ヒューズ定格に従ってください。

• 製品に付属の電源ケーブルの長さを延長する必
要がある場合は、製品ドキュメントに記載の、
専用の電源ケーブルの延長に関するアドバイス
をご覧ください。

重重重要要要: サーマル ブレーカまたはヒューズに適し
たヒューズ定格は、接続する装置の台数によっ
て異なることに注意してください。

接接接地地地
製品ドキュメントに記載のそれぞれの接地に関す
るアドバイスに従ってください。

そそそののの他他他ののの情情情報報報
Raymarineでは、すべての船舶の電気設備で、次
の標準に詳しく記載されているベストプラクティ
スに従うことをお勧めします。
• BMEA (全英舶用電子機器協会)の電気電子機器
の船舶設置に関する実施規則

• NMEA (全米舶用電子機器協会) 0400設置標準
• ABYC E-11 船舶の AC/DC 電気系統
• ABYC A-31 充電器とインバータ
• ABYC TE-4 避雷

通通通告告告: 接接接地地地ははは不不不要要要
この製品は完全に絶縁されており、別途
接地処理を施す必要はありません。
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章章章 6: 取取取りりり付付付けけけ

目目目次次次
• 6.1 スキャナの取り付け ( 40 ページ)
• 6.2 レーダー スキャナの保護 — 帆船の場合 ( 41 ページ)

取り付け 39



6.1 スススキキキャャャナナナののの取取取りりり付付付けけけ
次の条件を満たす設置場所を使用してください。
• 航海条件においても Quantum™ スキャナを安全
に支えられる堅牢性を十分に備えている

• 「スキャナの位置」に記載の要件を満たしている
続いて、以下を実行します。
1. テンプレートを取付用プラットフォームにテー

プで留めます。このとき、テンプレートの矢印
が船舶の前方を向くように配置してください。

D13402-1

2. テンプレートに記されている 3つの位置に、ド
リルで 3 mmのパイロット穴を開けます。

3. ドリルでパイロット穴を直径 10 mmにします。
4. Quantum™ スキャナを定位置に配置します。滑

走中の船舶に取付ける場合は、スキャナ背面に
シムを入れ、船舶静止時にビームが若干前方
下を向くようにすることで、巡航速度では船
首が上がるのを補正します。

D13403-2

1

2

項項項目目目 説説説明明明
1 取付用プラットフォーム、非滑走中の

船舶 (水平設置)
2 取付用プラットフォーム、滑走中の船

舶 (標準の滑走各度を表示)

5. スキャナを取付用プラットフォームに固定する
前に、電源ケーブル (およびオプションでデー
タケーブル)を接続し、すべてのケーブルが正
しく配線されていることを確認してください。
接続とケーブル配線の詳細については、「4.3
接続の概要」の項を参照してください。

6. スキャナ ベースのボルトの最最最小小小はめ合い長さ
が 16 mm (0.63インチ)、最最最大大大はめ合い長さが
22 mm (0.87 インチ) (ワッシャ使用のため)であ
ることを確認し、図に示すように、4本の付属
ボルト、フラットワッシャ、スプリングワッ
シャを使用してスキャナを固定します。必要
であれば、適切なシムや追加ワッシャを使用
して、スキャナ ベースにはめ込まれるボルト
の長さを制限します。

D13404-1

7. ボルトが 15 Nm (133 lbf/インチ) になるまで
締めます。

8. 安全用ランヤード (別売り) を船舶に取付け、
次の図に示す接続ポイントを使用して、自由
端をスキャナに取付けます。

1

D13413-2

項項項目目目 説説説明明明
1 安全用ランヤード接続ポイント。

注注注意意意: レーダー スキャナを帆船に設置する場
合は、レーダー スキャナに追加の保護を施す
ことが必要になる場合があります。「6.2 レー
ダー スキャナの保護 — 帆船の場合」を参照し
てください。
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複複複数数数ののの Quantumレレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナ
ネットワーク接続済みシステムごとに、同時に
使用できる Quantum™ レーダー スキャナは 1 台
のみです。
複数の Quantum™ レーダースキャナが船舶に設置
されており、同時に使用する場合、スキャナが接
続されている多機能ディスプレイを一緒にネット
ワーク接続しないでください。これは、Quantum™

スキャナが有線接続されていても無線接続されて
いる場合も同様です。

複複複数数数のののレレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナ— 場場場所所所ににに関関関すすするるる必必必
要要要条条条件件件
複数のレーダースキャナを同一の船舶に設置する
際の場所に関する重要な考慮事項をご説明します。
• スキャナは 0.5 m (1.6 フィート) 以上の上下間
隔を空けて設置します。これは船舶上のすべて
の設置場所に当てはまります。

• 複数のスキャナを設置するときは、2台のスキャ
ナの縦のビーム幅間の干渉が最小限に抑えられ
るように設置してください。

• どのような状況でも、干渉の可能性を最小限に
抑えるためにも、できるだけ物理的距離を置く
よう努めてください。

6.2レレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナののの保保保護護護—帆帆帆船船船ののの
場場場合合合
レーダースキャナを帆船上に設置する場合は、追
加の考慮事項を検討する必要があります。
• レーダースキャナ　ユニットをマストに設置し
ている場合は、特に進路変更時にユニットが帆
にからまらないことを確認してください。

• 帆船の種類とセールプランのデザインによって
は、帆または索具がレーダースキャナユニット
または取付用ブラケットのいずれかに触れる場
合は、レーダースキャナガードをマストに取付
けることが必要になる場合があります。適切な
レーダーガードを使用しないと、レーダー取付
用ブラケットとレーダー本体が大きな損傷を受
けることがあります。極限状況では、そのよう
な損傷からレーダー スキャナ ユニットがマス
トから引きはがされる可能性もあります。した
がって、レーダースキャナガードをレーダース
キャナ取付用ブラケットと別に、追加で取り付
ける必要があります。

• 損傷を受けたレーダースキャナユニットが落下
するリスクを防ぐため、ブラケットの取扱説明
書に従って、マストブラケットに付属の安全用
ランヤードをマストとスキャナユニットに正し
く取り付ける必要があります。安全用ランヤー
ドが取付用ブラケットに付属していない場合
は、最寄りの販売店から適切な部品を取り寄せ
てください。他の機器をレーダー スキャナ ユ
ニットにもブラケットにも取付けることはおや
めください。

• Raymarine では、年に 1 回 (または環境用途に
よってはそれ以上の頻度で) ブラケット取付用
脚、安全用ランヤード、レーダースキャナガー
ド、レーダースキャナユニット本体の状態と安
全性を確認することを強くお勧めします。接続
金具は適宜交換してください。

次の図は、標準の取付用ブラケットに取り付けた
レーダー スキャナ、マストに取付けたレーダー
ガードを (レーダー取付用ブラケットとは別)、安
全用ランヤードの設置例を示しています。
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1

12

1. 標準の安全用ランヤードの例
2. 標準のレーダー スキャナ ガードの例。レー

ダー取付用ブラケットとは別にマストに取付
けられています。

注注注意意意: 上の図でご紹介したレーダー ガードは、
ほんの一例です。レーダーガードの正確なデザ
インと位置は、船舶、セールプラン、設置環境
によって全く異なります。たとえば一部の船舶
にとっては、レーダースキャナの上にガードを
設置する方が適していますが、スキャナの下に
ガードを装備する方が適している船舶もありま
す。Raymarine ではレーダー ガードを提供し
ていませんが、マストに直接取付けるもので、
レーダー取付用ブラケットから完全に切り離さ
れているものを選ぶことをお勧めします。特定
の船舶と設置環境に合わせてレーダーガードを
カスタムデザインすることが必要になる場合も
あります。詳しいアドバイスは、最寄りの販売
店までお問い合わせください。

42 Quantum Radome



章章章 7: シシシススステテテムムム確確確認認認とととトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目目目次次次
• 7.1 設置後の手順 ( 44 ページ)
• 7.2 トラブルシューティング ( 46 ページ)
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7.1 設設設置置置後後後ののの手手手順順順
本製品を使用する前に、以下を実行してください。
• 機械的照合
• スイッチの作動と初回セットアップ

機機機械械械的的的照照照合合合
製品のスイッチを入れる前に:
• 以下の点を確認してください。
– すべての固定用ボルトが完全に締められてお
り、適切な機械用ロッキングワッシャが定位
置に設置されている。

– すべての接続部分がしっかりと安全に接続さ
れている。

– 必要に応じて、接続するケーブルやワイヤす
べても保護され、固定されている。

• 設置確認は、最寄りの Raymarine公認設置業者
におたずねください。

RayNet経経経由由由でででのののレレレーーーダダダーーースススキキキャャャナナナへへへののの接接接続続続
「ケーブル/接続」の項に記載のとおりに該当する
電源とデータ接続がすべて完了したら、互換性の
あるディスプレイのレーダーアプリケーションを
用いて初回テストを実施することができます。
初回テストの実施方法の詳細については、お使い
のディスプレイの操作説明書の「レーダーアプリ
ケーション」の章を参照してください。

注注注意意意: Wi-Fi 専用の型式のレーダー スキャナを
お使いの場合は、「 Wi-Fi を使用した Quantum
レーダーのペアリング」の項に MFD の Wi-Fi
接続の方法が記載されていますので参照してく
ださい。

Quantum レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源投投投入入入
レーダースキャナの電源が切れ、互換性がある多
機能ディスプレイ (MFD)に接続されてる状態で、
次の手順を実行します。
1. MFDでレーダーアプリケーションを起動しま

す。
レーダースキャナがオフ、または「接続されて
いない」ことを示すメッセージ ボックスが表
示されます。

2. 画面上のメッセージ　ボックスで [オオオンンン] を選
択します。
レーダーがスタンバイ モードで電源オンにな
ります。

3. レーダーの電源が入ったら、[Tx] を選択する
と、レーダーの送信が開始されます。

レーダーの受信が画面に表示されるようになり
ます。

Wi-Fi ををを使使使用用用しししたたた Quantum レレレーーーダダダーーーのののペペペアアア
リリリンンングググ
お使いのレーダースキャナが Wi-Fi接続に対応し
ている場合、Wi-Fi対応の LightHouseTM MFDに接
続できます。ペアリングの間、Wi-Fiのスイッチが
オンになっているすべての MFDのWi-Fi資格情報

が Quantumレーダーに送信されます。これ以降の
電源サイクルにおいて、Quantumレーダーは自動
的に信号が一番強い MFDに接続します。

注注注意意意:
1. 初回セットアップ時には、10 分の猶予時

間が与えられるので、この間にレーダーを
MFDに接続します。この時間を過ぎても接
続が行われない場合、レーダーは自動的にス
リープ モードに入ります。この状況に陥っ
た場合は、レーダーの電源サイクルを行っ
てスリープ モードを解除してから、接続を
確立します。

2. 初回ペアリング期間後、Wi-Fi のみが有効
になっているネットワーク接続済みの MFD
は、Wi-Fi のスイッチをオンにしたときに
Wi-Fi 資格情報が送信されます。

1. MFD の電源を投入します。
2. 電源を入れたら、最も信号が強い MFDに対す

る Wi-Fi 接続を有効にします (設置前の実地調
査で特定できているはずです)。通常は、一番
最寄りの MFD、またはレーダーへの導線上の
障壁が一番少ない MFDが該当します。

3. レーダースキャナに電源を投入します。
4. MFDの [外部装置]メニューで [Quantumレレレーーー

ダダダーーー]を選択します (ホホホーーームムム画画画面面面 > [セセセッッットトトアアアッッッ
プププ] > [シシシススステテテムムム設設設定定定] > [外外外部部部装装装置置置] > [Quantum
レレレーーーダダダーーー])。

5. [Quantum レレレーーーダダダーーーとととのののペペペアアアリリリンンングググ] を選択し
ます。

6. プロンプトが表示されたら、[Ok]を選択して、
MFD の Wi-Fi 接続を有効にします。

7. レーダーの SSID (例 Quantum_1234567)
を [SSID] フィールドに、パスコード (例
901589f5) を [パパパスススコココーーードドド] フィールドに入力
します。
SSIDとパスコードの見つけ方の詳細について
は、「 Wi-Fiパスコードの保管」の項を参照し
てください。

重重重要要要:
• SSIDとパスコードが、レーダーに付属のシリ
アル番号ラベルと完全に一致するように入力
されていることを確認します。

• SSIDは必ず「Quantum」という語＋アンダー
スコア「_」＋製品の 7桁のシシシリリリアアアルルル番番番号号号 (例
Quantum_1234567)で構成されています。

8. [接接接続続続] を選択します。
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最初の接続が完了するまで、最大 2 分ほどか
かることがあります。

9. [接続成功]ポップアップで [Ok]を選択します。
10.レーダーのアプリケーション ページを開きま

す。

11.ポップアップに示されているレーダー /送信通
知ポップアップが、ペアリングしたばかりの
レーダーであることを確認します。

12.正しいレーダーが報告されている場合は、[Tx]
(送信) を選択します。

13.報告されたレーダーが、ペアリングしたばか
りのレーダー　スキャナでない場合は、メ
ニューから正しいレーダーを選択し (メメメニニニュュューーー
> [レレレーーーダダダーーーののの選選選択択択])、ポップアップで [Tx] を
選択します。

レーダー画像は、ネットワーク接続されているす
べての MFD に表示できます。

Quantum Wi-Fi 接接接続続続時時時ののの MFD のののアアアクククセセセスススポポポ
イイインンントトト接接接続続続
MFDの型式によっては、Wi-Fi経由で接続してい
る Quantumレーダーが現在システムで送信中の場
合に、MFD の Wi-Fi アクセス ポイントへの接続
が制限される場合があります。
a、c、e、gS Seriesの MFDは、システムで接続
中の Quantumレーダーが送信中の場合、Wi-Fiア
クセスポイントに接続することができません。こ
れらの MFD を Wi-Fi アクセス ポイントに接続す
るには、最初に Quantum レーダーをスタンバイ
モードにする必要があります。
eS Seriesの MFD については、Wi-Fi 接続中の
Quantumレーダーが送信中であっても同時にWi-Fi
アクセスポイントに接続することが可能です。

Wi-Fi 接接接続続続時時時のののスススタタタンンンバババイイイモモモーーードドドとととスススリリリーーープププ
モモモーーードドドにににつつついいいててて
レーダースキャナには、最初に Wi-Fi経由でレー
ダーを MFD にペアリングする際に、途中で 2 つ
のデバイス間の Wi-Fi 接続が失われるためにペア
リングができなくなる 2つのモードがあります。
このモードはスキャナの標準動作の一部ですが、
これらのモードがペアリングプロセスにどのよう
な影響を与える可能性があるかを理解しておく
ことが重要です。
• スススリリリーーープププモモモーーードドド—スキャナがスススタタタンンンバババイイイモー
ドの間に MFDへの接続が失われると、スキャナ
は 30 分以内にスリープ モードに切り替わりま
す。MFDへの接続が回復したら、MFDのショー
トカット画面 (MFDの電源ボタンを瞬時に押す

と表示される) の [レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる] オ
プションを使用して、スキャナをスタンバイ
モードに戻します。

• スススタタタンンンバババイイイモモモーーードドド—スキャナが送送送信信信モードの
間に MFDへの接続が失われると、スキャナは 5
秒以内にスタンバイモードに切り替わります。
MFD への接続が回復したら、MFD のショート
カット画面の [レレレーーーダダダーーー: Tx]オプションを使っ
てスキャナを送信モードに戻します。

レーダーの全モードと関連したステータス記号に
関する詳しい説明は、お使いの MFD の操作説明
書の「レーダーアプリケーション」の章の「レー
ダースキャナのステータス記号」のトピックを参
照してください。

Wi-Fi パパパスススコココーーードドドののの保保保管管管
Wi-Fi (ワイヤレス)を使ってレーダーに接続するに
は、ユニットの SSIDとパパパスススコココーーードドドが必要です。
SSID とパスコードはいずれも、レーダー スキャ
ナのパッケージ、ユニット下部のシリアル番号ラ
ベル、およびボックスに付属の予備のシリアル番
号ラベルに記載されています。この情報を別に書
き取って、安全な場所に保管しておくとよいで
しょう。また、今後のために、レーダースキャナ
のパッケージを安全な場所に保管しておくこと
もお勧めします。

操操操作作作説説説明明明書書書
お使いの製品の詳しい操作方法については、ディ
スプレイに付属のマニュアルを参照してください。
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7.2 トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティング情報は、海洋電子製品設
置に関連した考えられる原因と必要な是正策を提
供したものです。
Raymarine製品はすべて梱包・出荷前に厳密な試
験と品質保証プログラムを終了しています。しか
し、お手元の製品に問題がある場合、本節を手が
かりに問題の診断と修正を行うことで、正常な動
作に戻せる場合があります。
本書を参照した後もユニットの問題が解決しない
場合は、Raymarineテクニカルサポートにお問い
合わせください。
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トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ手手手順順順
次の表で問題を特定し、救済策を確認してくだ
さい。

症症症状状状 操操操作作作

スキャナに接続できない。 データケーブルを使用している場合は、ケーブルの両
端が接続され、良好な状態であることを確認します。

スキャナユニットを Wi-Fi (無線)接続している場合は、
スキャナに一致する SSIDの Wi-Fiパスコードが入力さ
れていることを確認します。SSIDと Wi-Fiパスコードは
いずれも、スキャナのパッケージ、およびユニット下
部のシリアル番号ラベルに記載されています。詳細に
ついては、多機能ディスプレイ (MFD)のマニュアルを
参照してください。

スキャナユニットが停止している場合は、MFDの電源
キーを瞬時に押すことでアクセスできるショートカッ
ト画面で [レレレーーーダダダーーーののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる]オプションを使用
して起動させます。レーダーユニットは、30分以内に
無線 (Wi-Fi)接続を多機能ディスプレイユニット (MFD)に
接続できなかった場合、停止します。

電源のサーマルブレーカがトリップしていたり、
ヒューズが飛んだりしていないことを確認します。必
要であれば、ブレーカのリセットやヒューズの交換を 1
度だけ行ってください。ブレーカのトリップやヒュー
ズが飛ぶなどの事態が引き続き生じた場合は、Raymarine
の正規代理店にサポートを要請してください。

システムのスイッチを入れたときに、電源の電圧が正
しく保たれていることを確認してください。

システム内のすべての製品で正しいソフトウェアが使わ
れていることを確認してください。最新のソフトウェア
アップデートおよびお使いの製品のソフトウェアアッ
プデート手順については、www.raymarine.com/software/を
参照してください。

Quantum™レードームが SeaTalkhsまたは RayNetネットワー
クスイッチで多機能ディスプレイ (MFD)に接続されてい
る場合は、以下の事柄を確認してください。

• 該当するすべての機器がネットワークスイッチに接
続されていることを確認します。

• ネットワークスイッチの電源に問題がないことを確
認します。

• ネットワークスイッチの状態が良好であることを確
認します。

• ネットワークケーブルがしっかりと接続されてお
り、良好な状態であることを確認します。

表示されている方位が真方位と異なる。 MFDの操作説明書に記載の軸受アライメント手順を
実行してください。
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Wi-Fi パパパスススコココーーードドドののの保保保管管管
Wi-Fi (ワイヤレス)を使ってレーダーに接続するに
は、ユニットの SSIDとパパパスススコココーーードドドが必要です。
SSID とパスコードはいずれも、レーダー スキャ
ナのパッケージ、ユニット下部のシリアル番号ラ
ベル、およびボックスに付属の予備のシリアル番
号ラベルに記載されています。この情報を別に書
き取って、安全な場所に保管しておくとよいで
しょう。また、今後のために、レーダースキャナ
のパッケージを安全な場所に保管しておくこと
もお勧めします。

Wi-Fi のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
Wi-Fi接続のトラブルシューティングを行う前に、
該当する設置説明書に付属の Wi-Fi の場所に関す
る必要条件のガイダンスに従っていることを確認
し、問題が起きている装置の電源サイクル/再起動
を行うようにしてください。

ネネネッッットトトワワワーーークククががが見見見つつつかかからららななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

Wi-Fi が現在、デバイ
スで有効になっていな
い。

両方の Wi-Fi デバイス
で Wi-Fiが有効になって
いることを確認してか
ら、使用可能なネット
ワークを再スキャンし
てください。

デバイスの中には、使
用しない場合、節電の
ために自動的に Wi-Fi
がオフになるものがあ
る。

電源サイクル /デバイ
スの再起動を行い、使
用可能なネットワーク
を再スキャンしてくだ
さい。

デバイスが配信を行っ
ていない。

1. 接続中のデバイス
の Wi-Fi設定を使用
して、デバイスの
ネットワーク配信
を有効にしてみて
ください。

2. 接続しようとして
いるデバイスの接
続設定にデバイス
の Wi-Fi名/SSIDとパ
スフレーズを手動
入力することで、
デバイスに接続で
きる場合がありま
す。

デバイスが圏外にあ
る、または信号が遮断
されている。

デバイスを近づける
か、可能な場合は障害
物を取り除いてから使
用可能なネットワーク
を再スキャンします。

ネネネッッットトトワワワーーークククににに接接接続続続ででできききななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

デバイスの中には、使
用しない場合、節電の
ために自動的に Wi-Fi
がオフになるものがあ
る。

デバイスの電源サイク
ル/再起動を行い、接
続を再試行してくださ
い。

間違った Wi-Fi ネット
ワークに接続しようと
する

正しい Wi-Fiネットワー
クに接続しているこ
とを確認します。Wi-Fi
ネットワーク名は、配
信デバイス (接続しよう
としているデバイス)の
Wi-Fi設定一覧に表示さ
れています。

ネットワーク資格情報
が間違っている

正しいパスフレーズを
使用していることを確
認します。Wi-Fiネット
ワークのパスフレーズ
は、配信デバイス (接続
しようとしているデバ
イス)の Wi-Fi設定一覧
に表示されています。

隔壁、デッキ、その他
の重構造物などがある
と、Wi-Fi信号が低下し
たり、遮られたりする
ことがあります。厚み
と素材んいよっては、
Wi-Fi信号が特定の構造
を越えることができな
い場合もあります。

1. デバイスの配置
を変えて、構造物
がデバイス間の直
接の見通し線から
外れるようにしま
す。または

2. 可能であれば、代
わりに有線接続を
使用します。

その他のWi-F-対応デバ
イスまたは古い Bluetooth
対応デバイスによっ
て干渉が起きている
(Bluetoothと Wi-Fiはいず
れも 2.4 GHzの周波数範
囲で動作します。一部
の古い Bluetoothデバイ
スは Wi-Fi信号と干渉す
ることがあります。)

1. 接続しようとしてい
るデバイスの Wi-Fi
チャンネルを変
更してから、再度
接続してみてくだ
さい。お使いのス
マートデバイスの
無料の Wi-Fi分析ア
プリを使用して、
より適したチャン
ネル (トラフィック
の少ないチャンネ
ル)を選ぶことがで
きます。

2. 干渉の原因となって
いるデバイスが特
定できるまで、各
ワイヤレスデバイ
スを一時的に順番
に無効にします。
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考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

2.4 GHz の周波数を使
用する他のデバイスに
よって干渉が起きてい
る。2.4 GHzの周波数を
使う一般的なデバイス
の一部を以下に示しま
す。

• 電子レンジ
• 蛍光灯
• コードレス電話 /ベ
ビーモニタ

• 運動センサ

干渉の原因となってい
るデバイスを突き止め
るまで、各デバイスを
順番に 1つずつ切って
行き、その原因となっ
ているデバイスを取り
外すか、デバイスの配
置を変えます。

電気機器、電子機器、
またはこれに関連した
配線による干渉が原因
で電磁場が生成され、
これが Wi-Fi 信号に干
渉している可能性があ
る。

干渉の原因となって
いるデバイスを突き止
めるまで、各要素を順
番に 1つずつ切って行
き、その原因となって
いるデバイスを取り外
すか、デバイスの配置
を変えます。

接接接続続続ががが異異異常常常ににに遅遅遅いいいかかか、、、切切切断断断ががが多多多いいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

Wi-Fiのパフォーマンス
は距離が離れると低下
するため、距離が遠く
なると、製品が受信す
るネットワーク帯域幅
も少なくなります。最
大 Wi-Fi 範囲近くに設
置された製品は、接続
速度の低下、信号の消
滅、まったく接続でき
ない、などの現象を経
験します。

• デバイスを近づけま
す。

• Quantum Radarのよう
に定位置に設置する
場合は、デバイス近
くに設置されている
MFDの Wi-Fi接続を有
効にします。

その他のWi-F-対応デバ
イスまたは古い Bluetooth
対応デバイスによっ
て干渉が起きている
(Bluetoothと Wi-Fiはいず
れも 2.4 GHzの周波数範
囲で動作します。一部
の古い Bluetoothデバイ
スは Wi-Fi信号と干渉す
ることがあります。)

1. 接続しようとしてい
るデバイスの Wi-Fi
チャンネルを変
更してから、再度
接続してみてくだ
さい。お使いのス
マートデバイスの
無料の Wi-Fi分析ア
プリを使用して、
より適したチャン
ネル (トラフィック
の少ないチャンネ
ル)を選ぶことがで
きます。

2. 干渉の原因となっ
ているデバイスを
突き止めるまで、
各デバイスを順番
に 1つずつ切って
行き、その原因と
なっているデバイ
スを取り外すか、
デバイスの配置を
変えます。

他の船舶のデバイスに
よる干渉。他の船舶の
近く (たとえばマリーナ
で係留している場合な
ど)では、他の多くの
Wi-Fi信号が存在する可
能性がある。

1. 接続しようとしてい
るデバイスの Wi-Fi
チャンネルを変
更してから、再度
接続してみてくだ
さい。お使いのス
マートデバイスの
無料の Wi-Fi分析ア
プリを使用して、
より適したチャン
ネル (トラフィック
の少ないチャンネ
ル)を選ぶことがで
きます。

2. 可能であれば、
Wi-Fiトラフィック
の少ない場所に船
舶を移動してくだ
さい。
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ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続ははは確確確立立立ささされれれたたたががが、、、デデデーーータタタがががななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

間違ったネットワーク
に接続している。

お使いのデバイスが正
しいネットワークに接
続されていることを確
認してください。

デバイスソフトウェア
との互換性がない

両方のデバイスで最新
のソフトウェアが実行
されていることを確認
してください。

デバイスに欠陥がある
可能性がある

1. ソフトウェアを最
新版に更新してく
ださい。または

2. ソフトウェアを再
インストールして
みてください。

3. 新しい交換用デ
バイスを入手しま
す。

モモモバババイイイルルルアアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンののの実実実行行行速速速度度度ががが遅遅遅いいい、、、ままま
たたたははは実実実行行行ささされれれててていいいななないいい

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

Raymarineアプリがイン
ストールされていない

該当するアプリストア
からモバイルアプリを
インストールします。

Raymarineアプリのバー
ジョンが MFD ソフト
ウェアと互換性がない

モバイルアプリと MFD
ソフトウェアが最新版
であることを確認して
ください。

モバイルアプリが MFD
で有効になっていない

MFDのモバイルアプリ
の設定で、必要に応じ
て「表示のみ」または
「リモートコントロー
ル」を有効にしてくだ
さい。

Wi-Fi 接接接続続続ののの回回回復復復
レーダーを MFD にペアリングする際には、レー
ダーに付属の SSID とパスコードを使用してくだ
さい。元の SSID とパスコードが何らかの理由で
見つからない場合は、下の手順でレーダーの再接
続を試みてください。
1. レーダ－にはこれまでにペアリングされた直

近の 10装置の Wi-Fi資格情報 (SSIDとパスフ
レーズ)が保存されています。このため、これ
までに Quantumレーダーとペアリングしたこ
とがある MFDからの Wi-Fi資格情報を使用す
ることができます。MFDのWi-Fi名とWi-Fiパ
スフレーズを Quantumレーダーのペアリング
ページに入力して、接続を試みます。MFDの
Wi-Fi 名 (SSID) とパスフレーズは、Wi-Fi メ
ニューにあります (ホホホーーームムム画画画面面面 > [セセセッッットトトアアアッッッ
プププ] > [シシシススステテテムムムセセセッッットトトアアアッッップププ] > [ワワワイイイヤヤヤレレレススス接接接
続続続] > [Wi-Fi] > [Wi-Fi 共共共有有有])。

2. 上記の方法で情報を入手できない場合は、テ
クニカルサポートに連絡してさらなるアシス
タンスを受けてください。
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章章章 8: 保保保守守守

目目目次次次
• 8.1 保守 ( 52 ページ)
• 8.2 ユニットのクリーニング方法 ( 52 ページ)
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8.1 保保保守守守
年に 1 度行ってください。
1. レーダーの電源を切ります。
2. アンテナを固定しているボルトと、関連した

ワッシャの 1 つを外します。
3. このボルトとワッシャをきれいにします。
4. ボルトと関連したワッシャを付け替えます。
5. アンテナを固定しているすべてのボルトに関

して、手順 1～4 を繰り返します。
6. アンテナを固定しているすべてのボルトを

15 Nm (133 lbf/インチ) のトルクになるよう
に締めます。

レーダーの電源を切った状態で、定期的に次のそ
の他の保守タスクを実施してください。
• アンテナが装着面にしっかりと固定されてい
ることを確認します。

• 接続されているすべてのケーブルの状態が良好
で、しっかりと固定されていることを確認しま
す。

• すべてのケーブルを調べ、摩耗や切断、その他
の損傷の兆候がないことを確認します。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品には高電圧製品が含まれている
場合があります。付属文書で特に明記さ
れていない限り、カバーを開けたり、内
部部品に触ったりしないでください。

8.2ユユユニニニッッットトトのののクククリリリーーーニニニンンングググ方方方法法法
ユニットを定期的にクリーニングする必要はあり
ません。ただし、ユニットのクリーニングが必要だ
と判断した場合は、以下の手順に従ってください。
1. 電源のスイッチがオフであることを確認しま

す。
2. 清潔で湿った布でユニットを拭きます。
3. 必要であれば、中性洗剤を付けて付着油脂を

除去します。
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章章章 9: テテテクククニニニカカカルルル サササポポポーーートトト

目目目次次次
• 9.1 Raymarine 製品サポートとアフターサービス ( 54 ページ)
• 9.2 操作説明書 ( 55 ページ)
• 9.3 製品情報の表示 ( 55 ページ)
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9.1 Raymarine製製製品品品サササポポポーーートトトとととアアアフフフタタターーー
サササーーービビビススス
Raymarine では、包括的な製品サポート サービ
ス、保証、アフターサービス、修理を提供してい
ます。これらのサービスには、Raymarine Webサ
イト、電話、電子メールにてアクセスできます。

製製製品品品情情情報報報
アフターサービスやサポートをご希望される場合
には、次の情報をお手元にご用意ください。
• 製品名。
• 製品の ID。
• シリアル番号。
• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。
• 系統図。
製品内のメニューを使って、これらの製品情報
を入手できます。

アアアフフフタタターーーサササーーービビビスススととと保保保証証証
Raymarineには、保証、アフターサービス、修理
を担当する専用のサービス部門があります。
ぜひ Raymarine Web サイトにアクセスして製
品登録を済ませ、延長保証をご利用ください
(http://www.raymarine.co.uk/display/?id=788)。

地地地域域域 電電電話話話 電電電子子子メメメーーールルル

英国 (UK)、
欧州・中
東・アフリ
カ (EMEA)、
アジア太平
洋

+44
(0)1329
246 932

emea.service@raymarine.com

米国 (US) +1 (603)
324 7900

rm-usrepair@flir.com

Web サササポポポーーートトト
次のサポートをご希望の方は、Raymarine Webサ
イトの「Support (サポート)」をご利用ください。
• マママニニニュュュアアアルルル・・・ドドドキキキュュュメメメンンントトト— http://www.rayma-
rine.co.uk/display/?id=10125

• FAQ (よよよくくくあああるるる質質質問問問)/ ナナナレレレッッッジジジベベベーーーススス —
http://www.raymarine.co.uk/knowledgebase/

• 技技技術術術サササポポポーーートトト フフフォォォーーーラララムムム — http://rayma-
rine.ning.com/

• ソソソフフフトトトウウウェェェアアア更更更新新新プププロロログググラララムムム —
http://www.raymarine.com/software

電電電話話話おおおよよよびびび電電電子子子メメメーーールルルににによよよるるるサササポポポーーートトト

地地地域域域 電電電話話話 電電電子子子メメメーーールルル

英国 (UK)、
欧州・中
東・アフリカ
(EMEA)、アジ
ア太平洋

+44
(0)1329
246 777

support.uk@raymarine.com

米国 (US) +1 (603)
324 7900
(フリー
ダイ
ヤル :
+800 539
5539)

support@raymarine.com

豪州・ニュー
ジーランド

+61 2
8977
0300

aus.support@raymarine.com
(Raymarine子会社)

フランス +33 (0)1
46 49 72
30

support.fr@raymarine.com
(Raymarine子会社)

ドイツ +49
(0)40 237
808 0

support.de@raymarine.com
(Raymarine子会社)

イタリア +39 02
9945
1001

support.it@raymarine.com
(Raymarine子会社)

スペイン +34 96
2965 102

sat@azimut.es
(Raymarine正規代理店)

オランダ +31
(0)26
3614 905

support.nl@raymarine.com
(Raymarine子会社)

スウェーデ
ン

+46
(0)317
633 670

support.se@raymarine.com
(Raymarine子会社)

フィンラン
ド

+358
(0)207
619 937

support.fi@raymarine.com
(Raymarine子会社)

ノルウェー +47 692
64 600

support.no@raymarine.com
(Raymarine子会社)

デンマーク +45 437
164 64

support.dk@raymarine.com
(Raymarine子会社)

ロシア +7 495
788 0508

info@mikstmarine.ru
(Raymarine正規代理店)
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9.2 操操操作作作説説説明明明書書書
お使いの製品の詳しい操作方法については、ディ
スプレイに付属のマニュアルを参照してください。

9.3 製製製品品品情情情報報報ののの表表表示示示
互換性のある多機能ディスプレイの [診診診断断断]メニュー
を使用することで、ユニットに関する情報を表示
することができます。製品のシリアル番号やソフ
トウェアバージョンなどの情報が表示されます。
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行
します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] ををを選選選択択択しししままますすす。。。
2. [保保保守守守] を選択します。
3. [診診診断断断] を選択します。
4. [装装装置置置ののの選選選択択択]オプションを選択します。

接続されている装置の一覧が表示されます。
5. 情報を表示する製品を選択します。または、

[すすすべべべてててのののデデデーーータタタををを表表表示示示] を選択して、接続さ
れているすべての製品の情報を表示すること
もできます。
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章章章 10: 技技技術術術仕仕仕様様様

目目目次次次
• 10.1 技術仕様 ( 58 ページ)
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10.1 技技技術術術仕仕仕様様様
認認認可可可
認認認可可可: 認認認証証証:
米国: 47CFR FCC Part 2/Part 80

承認書
カナダ: RSS238 Iss. 1

TAC (Technical Acceptance
Certificate)

欧州連合と欧州自由貿
易地域 (EFTA):

R & TTE指令 1999/05/EC
意見書 (Certificate of
Opinion)

豪州/ニュージーランド: ACMA適合宣言
コンプライアンスレベ
ル 3

全全全般般般
寸法:
直径:
高さ:

541.0 mm
209.5 mm

重量: 5.6 kg
電源電圧: 12 V dc/24 V dcのいずれ

か (公称)
最小: 10.8 V dc
最大: 31.2 V dc

電力消費: 伝送モード (最大): 17 W
スタンバイモード: 7 W
スリープモード (Wi-Fi
接続のレーダーのみ該
当): 2 W

環境:
防水:
動作温度範囲:
保存温度範囲:
その他の保管条件:
湿度:
最大風速:

IPX6
-10°C～ +55°C
-25°C～ +70°C
立てて保管。下側の通
気孔を塞がないでくだ
さい
最大 95% (35°C)
100 kts

距離範囲: 1/16、1/8、1/4、3/8、
1/2、3/4、1、1.5、2、
3、4、6、8、12、16、
および 24 海里

送送送信信信機機機

種類: X帯ソリッドステート
式送信機 (パルス圧縮技
術を使用)

送信周波数: 9354 MHz ~ 9446 MHz

ピーク時電源出力: 20 W

デュプレクサ: 循環器

パルス幅 (3 dB): 40 ns～ 14.7µs

チャープ長: 400 ns～ 22 µs

パルス繰り返し周波数: 2083 Hz～ 4167 Hz

チャープ帯域幅: 最大 32 MHz

スタンバイモード: スキャナ回転 -オフ
スキャナ送信 -オフ
Wi-Fiリンク -オン

受受受信信信機機機

IF帯域幅: 26 MHz

雑音指数 (NF): 4 dB未満

アアアンンンテテテナナナ

種類: パッチアレイ

ビーム幅 (公称) 水平: 4.9°
垂直: 20°

偏波: 水平

回転速度: 24 rpm公称
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章章章 11: スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品

目目目次次次
• 11.1 Quantum レーダーの付属品 ( 60 ページ)
• 11.2 ネットワーク ハードウェア ( 60 ページ)
• 11.3 ネットワーク ケーブルのコネクタの種類 ( 61 ページ)
• 11.4 RayNet ― RayNet のケーブルおよびコネクタ ( 62 ページ)
• 11.5 RayNet ― RJ45 アダプタ ケーブル ( 63 ページ)
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11.1 Quantumレレレーーーダダダーーーののの付付付属属属品品品
Quantum™ レーダースキャナから提供されている
付属品は次のとおりです。

付付付属属属品品品

項項項目目目 品品品番番番

10 m (32.8 フィート)
Quantum™ 電源ケーブル

A80309

15 m (49.2 フィート)
Quantum™ 電源ケーブル

A80369

5 m (16.4 フィート)
Quantum™ データケーブ
ル

A80274

10 m (32.8 フィート)
Quantum™ データケーブ
ル

A80275

15 m (49.2 フィート)
Quantum™ データケーブ
ル

A80310

25 m (82.0 フィート)
Quantum™ データケーブ
ル

A80311

Quantum™ Y字型アダプ
タケーブル

A80308

RayNetケーブルジョイ
ナー

A80162

注注注意意意: 追加の RayNetケーブルとアダプタの詳細
については、「11.4 RayNet― RayNetのケーブ
ルおよびコネクタ」と「11.5 RayNet ― RJ45ア
ダプタケーブル」の項を参照してください。

11.2ネネネッッットトトワワワーーークククハハハーーードドドウウウェェェアアア

項項項目目目 品品品番番番 備備備考考考

HS5 RayNetネッ
トワーク ス
イッチ

A80007 RayNetコネクタを持つ
複数の装置をネット
ワーク接続する際の 5
ポートスイッチ。R145
SeaTalkhs コネクタ装備
の機器も、適切なアダ
プタケーブルを使用し
て接続できます。

RJ45 SeaTalkhs
ネットワーク
スイッチ

E55058 R145 コネクタを持つ
複数の SeaTalkhs 装置を
ネットワーク接続する
際の 8 ポートスイッ
チ。

RJ45 SeaTalkhsク
ロスオーバー
カプラ

E55060 • RJ145 SeaTalkhs 装置を
スイッチが必要ない
小規模システムに直
接接続できるように
します。

• RJ45 SeaTalkhs 装置を
HS5 SeaTalk ネット
ワークスイッチに接
続することができま
す (適切なアダプタ
ケーブルを併用)。

• 2 本の RJ45 SeaTalkhs
ケーブルを連結させ
てケーブルを延長す
ることができます。

内部設置の際にお勧め
です。

重重重要要要: 絶対に POE (パ
ワーオーバーイーサ
ネット)接続にクロス
オーバー装置を使用
しないでください。

イーサネット
RJ45カプラ

R32142 • RJ145 SeaTalkhs 装置を
スイッチが必要ない
小規模システムに直
接接続できるように
します。

• RJ45 SeaTalkhs 装置を
HS5 SeaTalk ネット
ワークスイッチに接
続することができま
す (適切なアダプタ
ケーブルを併用)。

• 2 本の RJ45 SeaTalkhs
ケーブルを連結させ
てケーブルを延長す
ることができます。

外部設置の際にお勧め
です。
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11.3ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルルのののコココネネネクククタタタ
ののの種種種類類類
ネットワークケーブルのコネクタには、RayNetと
RJ45 SeaTalkhs の 2 種類があります。

RJ45 SeaTalkhs コネクタ

RayNetコネクタ
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11.4 RayNet ― RayNet のののケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびコココネネネクククタタタ

D13160-1

4

2 3

1

A80161 A62361 A80005 A62362 A80006
400 mm (1.3 ft) 2 m (6.56 ft) 5 m (16.4 ft) 10 m (32.8 ft) 20 m (65.6 ft)

A80162
100 mm (3.9 in)

R70014 A80262

説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量
1 標準の RayNet接続ケーブルの

両側に RayNet (メス)ソケット
を接続。

すべての RayNet機器を、 RayNetコネクタを備
えた LightHouse多機能ディスプレイに直接接続
するのに適しています。また、RayNet機器を
RayNetネットワークスイッチ (例 HS5)を使用し
て接続する際にも使用できます。

1

2 RayNetケーブルプラー (5個入
りパック)。

この「ハンドル」は RayNetケーブルのツイスト
ロックにしっかりと接続できるため、コンジッ
トやその他の障害物にもケーブルを通すこと
ができます。

5

3 RayNet ― RayNet直角カプラ /
アダプタ。

スペースに制約がある場所での設置において、
装置に対して 90° (直角)の位置で RayNetケーブル
を接続するのに適しています。たとえば、ディ
スプレイの後ろに標準の RayNetケーブルで必要
とされる通常のケーブル曲げ半径を収納するス
ペースが足りない場合に、このアダプタを使用
して RayNetケーブルを多機能ディスプレイに接
続します。このアダプタの一端には、RayNet (メ
ス)ソケットが、もう一端には RayNet (オス)プラ
グが装備されています。

1

4 両端に RayNet (オス)プラグを
備えたアダプタケーブル。

ケーブル配線が長い場合に、 (メス)の RayNet
ケーブルを連結させるのに適しています。

1
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11.5 RayNet ― RJ45 アアアダダダプププタタタケケケーーーブブブルルル

D13158-1

1

2

3

4

5

A80160
400 mm (1.3 ft)

A80151
3 m (9.84 ft)

A80159
10 m (32.8 ft)

A62360
1 m (3.28 ft)

A80276
3 m (9.84 ft)

A80272
400 mm (1.3 ft)

A80247
100 mm (3.9 in)

説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量
1 アダプタ　ケーブルの一端に

RayNet (メス)ソケット、もう一
端に防水 (メス)ソケットが装
備されており、RJ45 SeaTalkhs
防水ロロロッッッキキキンンングググ (オス)プラグ
を備えた次のケーブルを接続
することができます。

• A62245 (1.5 m)
• A62246 (15 m)

このアダプタの標準的な用途は、全防水ケーブ
ル接続を使用して、DSM300ソナーモジュール
を LightHouse MFDに接続します。このアダプタ
ケーブルでは、次の RJ45 SeaTalkhs ケーブルも使
用できますが、機器側 (例 DSM300)に接続される
RJ45プラグは防水になりません。

• E55049 (1.5 m)
• E55050 (5 m)
• E55051 (10 m)
• A62135 (15 m)
• E55052 (20 m)

1

2 アダプタケーブルの一端に
RayNet (メス)ソケット、もう
一端に防水 (メス) RJ45ソケッ
トが、密閉装着のロッキング
グランドと一緒に装備されて
います。

RJ45 SeaTalkhs (オス) ケーブルを使用して、
Raymarineレーダースキャナを直接 RayNetネット
ワークスイッチ (例 HS5)または LightHouse MFDに
接続します。

1

3 アダプタケーブルの一端に
RayNet (オス)プラグが、もう一
端に RJ45 SeaTalkhs 防水 (オス)
プラグが装備されています。

レガシの G-Series GPM-400、C-Seriesワイドスク
リーンまたは E-Seriesワイドスクリーン MFDを
RayNet電源 /データケーブルを使用して、付属
の Raymarineレーダースキャナに接続します。

1

4 アダプタケーブルの一端に
RayNet (メス)ソケットが、も
う一端に RJ45 SeaTalkhs 防水
(オス)プラグが装備されてい
ます。

レガシの G-Series GPM-400、C-Seriesワイドスク
リーンまたは E-Seriesワイドスクリーン MFDを
RayNetネットワークスイッチ (例 HS5)に接続
します。

1

5 アダプタケーブルの一端に
RayNet (メス)ソケットが、もう
一端に RJ45 SeaTalkhs (メス)ソ
ケットが装備されています。

LightHouse MFDをレガシの SR6スイッチ /気象レ
シーバまたはレガシの 8ポート SeaTalkhs ネット
ワークスイッチに接続します。もう 1つの一般
的なケーブル用途として、クロスオーバーカプ
ラ (E55060または R32142)を使用して、 RJ45接続
(例: レーダースキャナ、赤外線カメラ、DSM300
など)で Raymarine製品を LightHouse MFDまたは

1
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説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量
RayNetネットワークスイッチ (例: HS5など)に接
続する方法があります。
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